




平成３０年度レポート提出締切日

社会福祉学研究科 修士課程

第１回 平成３０年 ６月２９日（金）

第２回 平成３０年 ９月２８日（金）

第３回 平成３０年１１月３０日（金）

保健科学研究科 博士（前期）課程

第１回 平成３０年 ６月２９日（金）

第２回 平成３０年 ９月２８日（金）

第３回 平成３０年１１月３０日（金）

連合社会福祉学研究科 博士（後期）課程

第１回 平成３０年 ６月２９日（金）

第２回 平成３０年 ９月２８日（金）

第３回 平成３０年１１月３０日（金）

保健科学研究科 博士（後期）課程

第１回 平成３０年 ６月２９日（金）

第２回 平成３０年 ７月３１日（火）

第３回 平成３０年 ９月２８日（金）

第４回 平成３０年１０月３１日（水）

第５回 平成３０年１１月３０日（金）

レポート課題提出について

＜おしらせ＞
レポート提出締切日は、「完成されたレポート」の提出日です。

レポート内容に不安がある方は、科目担当教員より、少なくとも２週間前には、添削指導を受けて

ください。

＜注意事項＞
レポート提出は、締切日の１７：００までに必ず提出してください。

レポート提出は、科目担当教員及び通信教育事務室の２箇所に提出してください。

※通信教育事務室レポート専用メールアドレス：

※科目担当教員メールアドレス：（別紙参照）





保健科学研究科 博士（前期）課程・修士課程 ２０１５年度 カリキュラム 
（保健科学研究科 博士（前期）課程・修士課程 ２０１５年度入学生～２０１８年度入学生用） 

 授業科目名 分野名 担当教員名 開講 
年次 単位 授業 

形態 
必修 
選択 頁 

特
論
科
目 

共
通
必
修
科
目 

保健科学特論 医療衛生学分野 池脇 信直 １ ４ Ｔ ◎ 1 
保健科学特論 医療科学分野 丹下 佳洋 １ ４ Ｔ ◎ 2 
保健科学特論 健康科学分野 樋口 博之 １ ４ Ｔ ◎ 3 
保健科学特論 ＱＯＬ学分野 福本 安甫 １ ４ Ｔ ◎ 4 
保健科学特論 心身障害学分野 松山 光生 １ ４ Ｔ ◎ 5 
保健医療情報解析学特論 医療統計学分野 原 修一 １・２ ４ Ｔ ◎ 6 
保健医療情報解析学特論 医療ネットワーク情報学分野 竹澤 真吾 １・２ ４ Ｔ ◎ 7 
保健医療情報解析学特論 安全情報管理学分野 戸畑 裕志 １・２ ４ Ｔ ◎ 8 

共
通
専
門
選
択
科
目 

発達保健学特論 遺伝学分野 園田 徹 １・２ ４ Ｔ ○ 9 
発達保健学特論 コミュニケーション発達学分野 倉内 紀子 １・２ ４ Ｔ ○ 10 
成人・老人保健学特論 呼吸・循環機能老化学分野 吉武 重徳 １・２ ４ Ｔ ○ 11 
精神保健学特論 矢花 芙美子 １・２ ４ Ｔ ○ 12 
形態学特論 分子細胞生物・微細構造学分野 川野 純一 １・２ ４ Ｔ ○ 13 
形態学特論 器官形態・組織病理学分野 近藤 照義 １・２ ４ Ｔ ○ 14 
生体機能学特論 臨床免疫学分野 池脇 信直 １・２ ４ Ｔ ○ 15 
生体機能学特論 感染症学分野 鬼塚 信 １・２ ４ Ｔ ○ 16 
生体機能学特論 再生医療学分野 近藤 照義 １・２ ４ Ｔ ○ 17 
生体機能学特論 薬理・病態生理学分野 山本 隆一 １・２ ４ Ｔ ○ 18 

分
野
別
専
門
選
択
科
目 

保健医療技術学特論Ⅰ 小児発達学分野 内勢 美絵子 １・２ ４ Ｔ ○ 19 
保健医療技術学特論Ⅰ 認知症学分野 小川 敬之 １・２ ４ Ｔ ○ 20 
保健医療技術学特論Ⅰ 運動学分野 立石 修康 １・２ ４ Ｔ ○ 21 
保健医療技術学特論Ⅰ 運動処方学分野 樋口 博之 １・２ ４ Ｔ ○ 22 
保健医療技術学特論Ⅰ 作業療法学分野 福本 安甫 １・２ ４ Ｔ ○ 23 
保健医療技術学特論Ⅰ 神経生理学分野 吉田 健 １・２ ４ Ｔ ○ 24 
保健医療技術学特論Ⅱ 言語聴覚障害学分野 太田 栄次 １・２ ４ Ｔ ○ 25 
保健医療技術学特論Ⅱ 聴覚機能学分野 倉内 紀子 １・２ ４ Ｔ ○ 26 
保健医療技術学特論Ⅱ 言語発達障害学分野 長嶋 比奈美 １・２ ４ Ｔ ○ 27 
保健医療技術学特論Ⅱ 摂食・嚥下機能学分野 中村 真理子 １・２ ４ Ｔ ○ 28 
保健医療技術学特論Ⅱ 構音・高次脳機能学分野 原 修一 １・２ ４ Ｔ ○ 29 
保健医療技術学特論Ⅲ 視能解剖学分野 川野 純一 １・２ ４ Ｔ ○ 30 
保健医療技術学特論Ⅲ 視能学分野 沼田 公子 １・２ ４ Ｔ ○ 31 
保健医療技術学特論Ⅳ 人工臓器学分野 丹下 佳洋 １・２ ４ Ｔ ○ 32 
保健医療技術学特論Ⅳ 医療機器安全管理学分野 戸畑 裕志 １・２ ４ Ｔ ○ 33 
保健医療技術学特論Ⅳ 生体計測学分野 真茅 孝志 １・２ ４ Ｔ ○ 34 
保健医療技術学特論Ⅳ 医用治療機器学分野 右田 平八 １・２ ４ Ｔ ○ 35 
保健医療技術学特論Ⅳ 生体機能代行装置学分野 吉武 重徳 １・２ ４ Ｔ ○ 36 
保健医療技術学特論Ⅴ 分子細胞病理学分野 大野 英治 １・２ ４ Ｔ ○ 37 
保健医療技術学特論Ⅴ 細胞生理学分野 大野 節代 １・２ ４ Ｔ ○ 38 





 
（保健科学研究科 博士（前期）課程・修士課程 ２０１５年度入学生～２０１８年度入学生用） 

演
習
科
目 

分
野
別
専
門
選
択
科
目 

保健医療技術学演習Ⅰ 小児発達学分野 内勢 美絵子 １・２ ４ Ｔ ○ 39 
保健医療技術学演習Ⅰ 認知症学分野 小川 敬之 １・２ ４ Ｔ ○ 40 
保健医療技術学演習Ⅰ 運動学分野 立石 修康 １・２ ４ Ｔ ○ 41 
保健医療技術学演習Ⅰ 運動処方学分野 樋口 博之 １・２ ４ Ｔ ○ 42 
保健医療技術学演習Ⅰ 作業療法学分野 福本 安甫 １・２ ４ Ｔ ○ 43 
保健医療技術学演習Ⅰ 神経生理学分野 吉田 健 １・２ ４ Ｔ ○ 44 
保健医療技術学演習Ⅱ 言語聴覚障害学分野 太田 栄次 １・２ ４ Ｔ ○ 45 
保健医療技術学演習Ⅱ 聴覚機能学分野 倉内 紀子 １・２ ４ Ｔ ○ 46 
保健医療技術学演習Ⅱ 言語発達障害学分野 長嶋 比奈美 １・２ ４ Ｔ ○ 47 
保健医療技術学演習Ⅱ 摂食・嚥下機能学分野 中村 真理子 １・２ ４ Ｔ ○ 48 
保健医療技術学演習Ⅱ 構音・高次脳機能学分野 原 修一 １・２ ４ Ｔ ○ 49 
保健医療技術学演習Ⅲ 視能解剖学分野 川野 純一 １・２ ４ Ｔ ○ 50 
保健医療技術学演習Ⅲ 視能学分野 沼田 公子 １・２ ４ Ｔ ○ 51 
保健医療技術学演習Ⅳ 人工臓器学分野 丹下 佳洋 １・２ ４ Ｔ ○ 52 
保健医療技術学演習Ⅳ 医療機器安全管理学分野 戸畑 裕志 １・２ ４ Ｔ ○ 53 
保健医療技術学演習Ⅳ 生体計測学分野 真茅 孝志 １・２ ４ Ｔ ○ 54 
保健医療技術学演習Ⅳ 医用治療機器学分野 右田 平八 １・２ ４ Ｔ ○ 55 
保健医療技術学演習Ⅳ 生体機能代行装置学分野 吉武 重徳 １・２ ４ Ｔ ○ 56 
保健医療技術学演習Ⅴ 分子細胞病理学分野 大野 英治 １・２ ４ Ｔ ○ 57 
保健医療技術学演習Ⅴ 細胞生理学分野 大野 節代 １・２ ４ Ｔ ○ 58 

総
合
科
目 

保健科学特別研究 池脇 信直 １～２ ６ ＴＳ ◎ 59 
保健科学特別研究 大野 英治 １～２ ６ ＴＳ ◎ 60 
保健科学特別研究 大野 節代 １～２ ６ ＴＳ ◎ 61 
保健科学特別研究 鬼塚 信 １～２ ６ ＴＳ ◎ 62 
保健科学特別研究 川野 純一 １～２ ６ ＴＳ ◎ 63 
保健科学特別研究 倉内 紀子 １～２ ６ ＴＳ ◎ 64 
保健科学特別研究 近藤 照義 １～２ ６ ＴＳ ◎ 65 
保健科学特別研究 園田 徹 １～２ ６ ＴＳ ◎ 66 
保健科学特別研究 竹澤 真吾 １～２ ６ ＴＳ ◎ 67 
保健科学特別研究 立石 修康 １～２ ６ ＴＳ ◎ 68 
保健科学特別研究 戸畑 裕志 １～２ ６ ＴＳ ◎ 69 
保健科学特別研究 長嶋 比奈美 １～２ ６ ＴＳ ◎ 70 
保健科学特別研究 中村 真理子 １～２ ６ ＴＳ ◎ 71 
保健科学特別研究 沼田 公子 １～２ ６ ＴＳ ◎ 72 
保健科学特別研究 原 修一 １～２ ６ ＴＳ ◎ 73 
保健科学特別研究 樋口 博之 １～２ ６ ＴＳ ◎ 74 
保健科学特別研究 松山 光生 １～２ ６ ＴＳ ◎ 75 
保健科学特別研究 右田 平八 １～２ ６ ＴＳ ◎ 76 
保健科学特別研究 山本 隆一 １～２ ６ ＴＳ ◎ 77 
保健科学特別研究 吉武 重徳 １～２ ６ ＴＳ ◎ 78 

 
【修了要件】 
特別研究を含む必修３科目１４単位、共通専門選択２科目８単位以上、分野別専門選択２科目８単位以上、合計３０単

以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 
【授業形態】  
Ｔ＝印刷授業科目 ＴＳ＝印刷授業と面接授業の複合科目 ◎＝必修授業科目 ○＝選択授業科目 





- 1 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特論（医療衛生学） 池脇 信直 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療衛生学では、個人や人間集団の健康を維持・増進するための公衆衛生学、予防医学、健康科学の概念を学習

する。具体的には、医療現場における特定集団の健康管理の意義、対人保健活動を通しての予防対策、ならびに医

療経済に関する包括的な知識について学ぶ。また、本講義では予防医学における遺伝子検査、タンパク質機能検査、

細胞機能検査に関わる内容についても学習する。さらに、予防医学の最新話題である水素医療ついても考察する。 
 
 

 
到達目標（ ）

個人や人間集団の健康を維持・増進するための予防医学、健康科学の概念を理解できる。

特定集団の健康管理の意義、対人保健活動、医療経済の概念を理解できる。 
予防医学における遺伝子検査の概念を理解できる。 
予防医学におけるタンパク質機能検査の概念を理解できる。 
予防医学における細胞機能検査の概念を理解できる。 
予防医学における水素医療を理解できる。

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

医療衛生と予防医学

第２回レポート課題

を読んで内容をまとめる。

第３回レポート課題

予防医学と水素医療

 
テキスト

テキストは原則的にありませんので、下記の参考書を利用して下さい。

 
参考書・参考資料等

シンプル衛生公衆衛生学 （南江堂）

公衆衛生学（社会保障制度と生活者の健康） （メデイカルフレンド社）

免疫と健康 （講談社ブルーバックス）

生命科学と人間 （日本放送出版協会）

生命科学の世界 （日本放送出版協会）

遺伝子工学への招待 （南江堂）

人類生態学 （東大出版会）

遺伝医学への招待 （南江堂）

水素吸入健康法 （幻冬舎） 
 

学生に対する評価

レポート（ 回）の合格ならびに科目修了試験で評価します。
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特論（医療科学） 丹下 佳洋 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療技術の高度化により世界的に医療技術の拡大が進んでいる。また、研究倫理においては、ヒトに関連する研究

はすべて研究機関等の倫理委員会の承認が求められている。現代医療において研究倫理によるある程度の規制が行

われているが、すべての研究が施設のみによる管理ではなく、社会的に生命倫理が求められる。本科目では、生命

倫理とともに最先端の医療技術について調査するとともに、今後の医療技術発展と倫理について客観的に評価・意

見を持ち合わせることを目的とする。世界的に意見が求められる中、各種参考文献にて客観的に事象を調査すると

ともに持論を展開する技術をレポートにて記述できることを目的とする。 
 

到達目標（ ）

１．医療と倫理について文献をもとに現状を調査し、客観的に評価することができる。 
２．調査した文献をもとに持論を展開できる。 
３. テーマについて多方面から取り仕切ることができる。 
 
 
 

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

研究を遂行する上で必要な倫理規定について多方面から調査を行い、その規定に関する背景を考察し客観的にまと

めよ。 
レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 

第２回レポート課題

自身の研究テーマもしくはヒトを対象とした研究倫理委員会の承認について、遵守すべき内容を記述しなさい。ま

た、自身の研究テーマに沿って倫理委員会への提出を想定し、申請書を作成せよ。 
レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250words以内で作成すること。 
 

第３回レポート課題

ゲノム編集を例にとり文献調査を行い、この技術のこれまでの経緯、現状、将来についてレポートを作成し持論を

展開しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特論（医療科学） 丹下 佳洋 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療技術の高度化により世界的に医療技術の拡大が進んでいる。また、研究倫理においては、ヒトに関連する研究

はすべて研究機関等の倫理委員会の承認が求められている。現代医療において研究倫理によるある程度の規制が行

われているが、すべての研究が施設のみによる管理ではなく、社会的に生命倫理が求められる。本科目では、生命

倫理とともに最先端の医療技術について調査するとともに、今後の医療技術発展と倫理について客観的に評価・意

見を持ち合わせることを目的とする。世界的に意見が求められる中、各種参考文献にて客観的に事象を調査すると

ともに持論を展開する技術をレポートにて記述できることを目的とする。 
 

到達目標（ ）

１．医療と倫理について文献をもとに現状を調査し、客観的に評価することができる。 
２．調査した文献をもとに持論を展開できる。 
３. テーマについて多方面から取り仕切ることができる。 
 
 
 

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

研究を遂行する上で必要な倫理規定について多方面から調査を行い、その規定に関する背景を考察し客観的にまと

めよ。 
レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 

第２回レポート課題

自身の研究テーマもしくはヒトを対象とした研究倫理委員会の承認について、遵守すべき内容を記述しなさい。ま

た、自身の研究テーマに沿って倫理委員会への提出を想定し、申請書を作成せよ。 
レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250words以内で作成すること。 
 

第３回レポート課題

ゲノム編集を例にとり文献調査を行い、この技術のこれまでの経緯、現状、将来についてレポートを作成し持論を

展開しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特論（健康科学） 樋口 博之 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

保健科学を学ぶ学生として、生活習慣病と医療費の動向を把握する必要がある。単に、疾病の症状や診断基準

を知識として覚えるだけでなく、生活習慣病の増加の社会的背景を考える必要がある。その上で、医療費の増加

の原因と対策をさまざまな視点から論議しなければならない。 
疾病の治療の一つとして運動療法があげられる。臨床分野で用いられる運動療法は機能回復を目的としている

が、予防医学分野では健康維持・増進を目的としている。運動の種類、強度、頻度によって生体に与える効果は異

なる。臨床分野での運動療法は医療費に含まれるが、地域保健事業として行われる健康・体力づくり事業は、医療

費増加の抑制が期待されるものである。本講義では、現状を十分に把握し、理想的な保健医療サービスについて考

える。 
 

到達目標（ ）

・医療費の増大の要因を把握する。 
・健康づくりに有効であると考えられている身体運動の生理的反応を理解する 
・健康科学（予防医学）に関する海外の情報を把握する能力を高める 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

課題 ：生活習慣病と医療費の動向

（キーワード：死因別死亡率、年齢、肺炎、健康増進法） 
 

第２回レポート課題

課題 ：身体運動に対する生理的反応

（キーワード：呼吸、循環、酸素消費、エネルギー代謝） 
 

第３回レポート課題

課題 ：指定された英語論文を全訳しなさい 図表の訳は不要です。

（英語論文は添付ファイルとして送信します） 
 
 

テキスト

国民衛生の動向 年版、厚生統計協会

 
 

参考書・参考資料等

（図書）

運動療法ガイド 正しい運動処方を求めて 、井上一・武藤芳照、日本醫事新報社

循環 運動時の酸素運搬システム 、斉藤満・加賀谷淳子、ナップ社

スポーツ生理学、森谷敏夫・根本勇、朝倉書店

（雑誌）

総合リハビリテーション、医学書院

厚生の指標、厚生統計協会

 
学生に対する評価

３回のレポート課題の提出により、科目修了試験を行い、総合評価とする。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特論（QOL学） 福本 安甫 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

保健科学領域における研究対象としては、何らかの社会的・個人的問題を抱えながら生活している「人」であるこ

とが多い。そこで「人」をどのようにとらえるかが重要な研究視点となることから、ここでは生活機能体として構

造化することで、生活と関連させて理解することをテーマとして考えることにする。この科目では、「人と生活」

の関連を「生活機能体とQOL（Quality of Life）の構造化・具体化する」ことを修得し、科学的研究マインドの
育成に役立てる。 
 
 

到達目標（ ）

1）「人」を生活機能体として構造的な説明ができる。 
2）QOLにおける「生活の質」について説明できる。 
3）生活の意義とQOLの関連を説明できる。 
4）外国文献を通して、QOLについて外国と日本の違いを説明できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

生活機能体として構造化する意義を論述しなさい。 
＝人を構造化する意義について「生活」と関連させて考察すること＝ 
 
 

第２回レポート課題

QOLを科学的にとらえる視点について論述しなさい。 
＝QOL を具体化するためにはどうすれば良いか、またその評価とは何か（何を・どのように）について考察する
こと＝ 
 

第３回レポート課題

QOLに関する英語論文を 1編選択し、その要旨とともに自分の考えを論述しなさい。 
＝英語論文に馴染むとともに外国の考え方を修得し、自分の知り得た知識等と比較しながら、自己の考えを

述べるようにすること＝ 
 
 

テキスト

QOL評価学―測定、解析、解釈のすべて 福原俊一他訳 中山書店 2005 
 
 

参考書・参考資料等 
障害者福祉研究会編：ＷＨＯ国際生活機能分類，中央法規 2002 
 
 
 

学生に対する評価 
レポート 3回合格し，科目修了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択
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保健科学領域における研究対象としては、何らかの社会的・個人的問題を抱えながら生活している「人」であるこ

とが多い。そこで「人」をどのようにとらえるかが重要な研究視点となることから、ここでは生活機能体として構

造化することで、生活と関連させて理解することをテーマとして考えることにする。この科目では、「人と生活」

の関連を「生活機能体とQOL（Quality of Life）の構造化・具体化する」ことを修得し、科学的研究マインドの
育成に役立てる。 
 
 

到達目標（ ）

1）「人」を生活機能体として構造的な説明ができる。 
2）QOLにおける「生活の質」について説明できる。 
3）生活の意義とQOLの関連を説明できる。 
4）外国文献を通して、QOLについて外国と日本の違いを説明できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

生活機能体として構造化する意義を論述しなさい。 
＝人を構造化する意義について「生活」と関連させて考察すること＝ 
 
 

第２回レポート課題

QOLを科学的にとらえる視点について論述しなさい。 
＝QOL を具体化するためにはどうすれば良いか、またその評価とは何か（何を・どのように）について考察する
こと＝ 
 

第３回レポート課題

QOLに関する英語論文を 1編選択し、その要旨とともに自分の考えを論述しなさい。 
＝英語論文に馴染むとともに外国の考え方を修得し、自分の知り得た知識等と比較しながら、自己の考えを

述べるようにすること＝ 
 
 

テキスト

QOL評価学―測定、解析、解釈のすべて 福原俊一他訳 中山書店 2005 
 
 

参考書・参考資料等 
障害者福祉研究会編：ＷＨＯ国際生活機能分類，中央法規 2002 
 
 
 

学生に対する評価 
レポート 3回合格し，科目修了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特論（心身障害学） 松山 光生 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

心身障害学とは障害科学であり、学際的な学問である。リハビリテーションの分野でも、このような発想が求めら

れ、リハビリテーション連携科学が発展しつつある。リハビリテーション連携科学は、サービス利用者の立場に立

ち、リハビリテーションの各分野間、各種専門職種間、関係機関の連携を確立、促進するための理論や実践をまと

める科学である。そのひとつの鍵が、当事者性である。 
本特論では、リハビリテーションにおける職種間の連携を科学的に検討し、その研究的課題を把握することを目

的とする。 
 

到達目標（ ）

1）リハビリテーションの諸分野とその連携のあり方について説明できる。 
2）リハビリテーション連携に関する研究課題が見つけられる。 
3）海外の研究が紹介できる。 
4）学術論文から重要な情報が読み取れる。 

 
 

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テキストのまとめだけでなく、自らの経験や考えを網羅すること

リハビリテーションの諸分野について概説した上で、その連携の意義と課題についてまとめなさい。

課題作成のポイント ①リハビリテーションの５つの分野、②連携の概念、③連携実現のための条件整備

第２回レポート課題

(データのある実証的研究を選び、意訳を心掛けること、選んだ論文のPDFデータを添付すること)
リハビリテーション連携に関する論文をまとめ、その研究的意義を自らで批評しなさい。 
課題作成のポイント:①アブストラクトの和訳、②メインデータの解説、 
③先行研究との比較やその論文の位置づけ、④その論文の独自性と研究的課題の自らのコメント 

第３回レポート課題

画像を添付すること  
自分の職場やフィールドについて、自分を含めて、①今のスタッフや当事者の連携のあり方、②理想のスタ

ッフや当事者の連携のあり方の両者を、物（積み木、ブロック、文房具など）を用いて抽象的に表現し、

画像２枚に撮影しなさい。その後、両者を文章で解説し、比較しなさい。

 
テキスト

リハビリテーション連携論―ユニバーサル社会実現への理論と実践 
三輪出版 澤村 誠志 他  

 
参考書・参考資料等

１．江藤文夫 編著 よくわかるリハビリテーション ミネルヴァ書房 年

２．津田 彰 他編著 医療行動科学のためのカレント・トピックス 北大路書房 年

 
 

学生に対する評価

３回のレポートと、科目修了試験で評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療情報解析学特論（医療統計学） 原 修一 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

研究デザインの段階から、先行文献を多く収集しつつ、測定しようとする母集団と標本 サンプル）を

考えること、データの定義・基準・種類を考えること、および、データの取得方法とその内容・環境条件、

データ入力の際のコーディングを考えることが重要である。本講座では、院生自らの研究デザインの質の向

上を図るための文献収集方法や、統計学的解析法の基礎を学ぶ。

 
 
 

到達目標（ ）

１．院生自らの研究デザインの質の向上を図るための文献収集と、その紹介ができる。

２．データを基礎的な統計学的解析法を用いて解析できる。 
３．自己の研究デザインに統計学的手法を取り入れ、そのデザインを説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

各自の研究テーマに関連した英文論文を読み、その英文論文の概要と使用されている統計学的手法について紹介

し、当該論文内での統計学的手法利用の意義と効果について論じなさい。 
 
 

第２回レポート課題

設定課題（ にて送付予定）について、最も適した統計学的手法を選択し、各自で用意した統計解析

ソフトを用いて解析し、考察しなさい。 
 
 

第３回レポート課題

自己の研究課題について、研究デザインやデータ解析のための統計学的手法とそれを選択した理由、現在ま

での解析の状況について、まとめなさい。

 
 
 

テキスト

指定はありませんが、解析用の統計用ソフトを各自用意してください。 
 
 

参考書・参考資料等

対馬栄輝（著）：医療系研究論文の読み方・まとめ方. 東京図書． 
石井秀宗：統計分析のここが知りたい 保健･看護・心理・教育系研究のまとめ方. 文光堂. 
福井次矢(編)：臨床研究マスターブック.医学書院. 
 

学生に対する評価

３回のレポート内容および科目修了試験にて評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療情報解析学特論（医療統計学） 原 修一 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

研究デザインの段階から、先行文献を多く収集しつつ、測定しようとする母集団と標本 サンプル）を

考えること、データの定義・基準・種類を考えること、および、データの取得方法とその内容・環境条件、

データ入力の際のコーディングを考えることが重要である。本講座では、院生自らの研究デザインの質の向

上を図るための文献収集方法や、統計学的解析法の基礎を学ぶ。

 
 
 

到達目標（ ）

１．院生自らの研究デザインの質の向上を図るための文献収集と、その紹介ができる。

２．データを基礎的な統計学的解析法を用いて解析できる。 
３．自己の研究デザインに統計学的手法を取り入れ、そのデザインを説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

各自の研究テーマに関連した英文論文を読み、その英文論文の概要と使用されている統計学的手法について紹介

し、当該論文内での統計学的手法利用の意義と効果について論じなさい。 
 
 

第２回レポート課題

設定課題（ にて送付予定）について、最も適した統計学的手法を選択し、各自で用意した統計解析

ソフトを用いて解析し、考察しなさい。 
 
 

第３回レポート課題

自己の研究課題について、研究デザインやデータ解析のための統計学的手法とそれを選択した理由、現在ま

での解析の状況について、まとめなさい。

 
 
 

テキスト

指定はありませんが、解析用の統計用ソフトを各自用意してください。 
 
 

参考書・参考資料等

対馬栄輝（著）：医療系研究論文の読み方・まとめ方. 東京図書． 
石井秀宗：統計分析のここが知りたい 保健･看護・心理・教育系研究のまとめ方. 文光堂. 
福井次矢(編)：臨床研究マスターブック.医学書院. 
 

学生に対する評価

３回のレポート内容および科目修了試験にて評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療情報解析学特論（医療ネットワーク情報学） 竹澤 真吾 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療ネットワーク情報学分野についての学習を行う。

医療における情報通信は、当初独自のシステムが構築されていたが、現在はインターネット（ＷＡＮ）

やＬＡＮを活用したシステムが中心である。ここでは、医療機器を制御するためのネットワークシス

テムを実際に使用されている例を挙げて学習する。

 
 

到達目標（ ）

１．ＬＡＮおよびインターネットの仕組みについて学び、情報ネットワークの基本を理解する。

２．電子カルテなどの医療における電子情報を整理、理解する。

３．医療機器と院内ＬＡＮの接続例、具体的な情報の扱いについて調査、理解する。

の３ステップを踏みながら、医療における情報ネットワークの学習を行う。

 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

インターネットの生い立ちと現状の概要について調査すると共に、施設内で使用されているＬＡＮの

方法、インターネットとＬＡＮの接続、情報のやり取りについて記述しなさい。ウィルス対策がどの

ようになされているのかは、必ず記載すること。

 
第２回レポート課題

電子カルテ、電子画像処理システムなど、医療における電子情報の種類とその内容、情報のフォーマット

について調査、記述しなさい。 

第３回レポート課題

身近にある医療機器を例にとり、ＬＡＮとの接続方法、活用方法について記述しなさい。現在ネット

接続が行われていない機器であって、ＬＡＮ接続によって利便性が向上すると思われるものを取り上

げても良い。

 
テキスト

とくに指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

とくに指定しない。 
 
 
 

学生に対する評価

レポート３回の合格並びに科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療情報解析学特論（安全情報管理学） 戸畑 裕志 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療機器を安全に使用する体制として、医療機器の不具合情報を収集し、医療機器の開発者および使用

者が情報を共有することが重要である。これらの達成するための機関として代表的な組織は下記のごとく

である。医療機器の安全対策の基本学習として、この機関に報告される医療機器の不具合情報を分析し、

医療職の立場で医療事故防止について検討し防止案を討議する。

1.独立行政法人：医薬品医療機器総合機構 
2.財団法人：医療機器センター 
3.財団法人：日本医療機能評価機構  

 
到達目標（ ）

1) 医療機器の不具合情報の検索ができる。 
2) 各機関の医療機器に関する情報の特徴を説明できる。 
3) 医療機器の事故の特徴を説明できる。 
4) 医療事故の事故原因の分析ができる。 
5) 医療事故の対策を提言できる。 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

上記機関に報告が上がっている医療機器の不具合情報（循環系医療機器の不具合）を検索して事故原因を検

討し医療事故防止策を各々の立場で立案する。

 
 

第２回レポート課題

上記機関に報告が上がっている医療機器の不具合情報（呼吸器系医療機器）の不具合を検索して事故原因を

検討し医療事故防止策を各々の立場で立案する。

 
 

第３回レポート課題

上記機関に報告が上がっている医療機器の不具合情報（代謝系医療機器の不具合）を検索して事故原因を検

討し医療事故防止策を各々の立場で立案する。

 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

一般社団法人 日本医療機器学会編：医療機器情報担当者（ ）テキスト（医療概論、臨床医学、臨床工

学、医療情報） 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療情報解析学特論（安全情報管理学） 戸畑 裕志 4 T 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療機器を安全に使用する体制として、医療機器の不具合情報を収集し、医療機器の開発者および使用

者が情報を共有することが重要である。これらの達成するための機関として代表的な組織は下記のごとく

である。医療機器の安全対策の基本学習として、この機関に報告される医療機器の不具合情報を分析し、

医療職の立場で医療事故防止について検討し防止案を討議する。

1.独立行政法人：医薬品医療機器総合機構 
2.財団法人：医療機器センター 
3.財団法人：日本医療機能評価機構  

 
到達目標（ ）

1) 医療機器の不具合情報の検索ができる。 
2) 各機関の医療機器に関する情報の特徴を説明できる。 
3) 医療機器の事故の特徴を説明できる。 
4) 医療事故の事故原因の分析ができる。 
5) 医療事故の対策を提言できる。 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

上記機関に報告が上がっている医療機器の不具合情報（循環系医療機器の不具合）を検索して事故原因を検

討し医療事故防止策を各々の立場で立案する。

 
 

第２回レポート課題

上記機関に報告が上がっている医療機器の不具合情報（呼吸器系医療機器）の不具合を検索して事故原因を

検討し医療事故防止策を各々の立場で立案する。

 
 

第３回レポート課題

上記機関に報告が上がっている医療機器の不具合情報（代謝系医療機器の不具合）を検索して事故原因を検

討し医療事故防止策を各々の立場で立案する。

 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

一般社団法人 日本医療機器学会編：医療機器情報担当者（ ）テキスト（医療概論、臨床医学、臨床工

学、医療情報） 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

発達保健学特論（遺伝学） 園田 徹 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

ヒトゲノム研究が進んで、ヒトゲノム構造が決定され、ポストゲノムの時代といわれます。しかし、基礎

となる疾患遺伝子の同定の出発点は臨床遺伝学です。先天異常の一般発生頻度は 100人に 2～3人と少なく、
しかも遺伝性疾患だけでもMcKusickのカタログによりますと 種類以上と種類が多いのが特徴です。

本講義によって、先天異常のとらえかた、診断、治療などについて理解します。

 
到達目標（ ）

本講義によって先天異常（染色体異常、単一遺伝子病、奇形症候群）の概要（代表的な症候群や成因）や、遺伝

相談を含めた先天異常の診断と治療について説明できるようになる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

染色体異常、単一遺伝子病、奇形症候群を整理する。

 
第２回レポート課題

指定論文（英文テキストの和訳、後ほど配布）

 
第３回レポート課題

先天異常の診断と治療（含む遺伝相談）を整理する。

 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

・徳永勝士 編：人類遺伝学ノート、南山堂

・新川詔夫、 太田亨：遺伝医学への招待（改訂第 版）、南江堂

・関沢明彦、佐村修：周産期遺伝カウンセリングマニュアル、中外医学社

・梶井 正 ほか：新先天奇形症候群アトラス（改訂第 版）、南江堂

・古関明彦 監訳：一目でわかる臨床遺伝学（第 版）、メディカル・サイエンス・インターナショナル、

 
・福嶋義光 監訳：トンプソン トンプソン遺伝医学 第 版、メディカル・サイエンス・インターナショナル、

 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目修了試験において評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

発達保健学特論（コミュニケーション発達学） 倉内 紀子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

言語・コミュニケーション能力の発達について専門的な知識を修得することがねらいである。 
コミュニケーション、言語、スピーチの定義について理解した上で、０歳から３歳までのコミュニケーションス

キルの発達と診断について学習する。これらの知識を踏まえて、コミュニケーションに困難を抱えた子どもの家族

支援のあり方について考察する。 
 
 
 

到達目標（ ）

1) コミュニケーション、言語、スピーチの定義について説明できる。 
2) ０歳から１歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について説明できる。 
3) １歳から２歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について説明できる。 
4) ２歳から３歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について説明できる。 
5) コミュニケーションに困難を抱えた子どもの家族支援と専門家の役割について説明できる。 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テキストを参考に、コミュニケーション、言語、スピーチの用語を整理した上で、０歳から１歳までのコミュニ

ケーションスキルの発達と診断について論述してください。 
 
 

第２回レポート課題

テキストを参考に、１歳から２歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について論述してください。ま

た、第１回・第２回レポート課題に関連した英語論文１編を選択し抄訳を提出してください。選択した英語論文を

郵送または添付してください。 
 

第３回レポート課題

テキストを参考に、２歳から３歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について論述してください。ま

た、コミュニケーションに困難を抱えた子どもの家族支援について考察を加えてください。 
 
 
 

テキスト

バックレイ著：コミュニケーションスキルの発達と診断．北大路書房 年， ，

円（税込） 
 

参考書・参考資料等

適宜、紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

レポート課題（ 回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

発達保健学特論（コミュニケーション発達学） 倉内 紀子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

言語・コミュニケーション能力の発達について専門的な知識を修得することがねらいである。 
コミュニケーション、言語、スピーチの定義について理解した上で、０歳から３歳までのコミュニケーションス

キルの発達と診断について学習する。これらの知識を踏まえて、コミュニケーションに困難を抱えた子どもの家族

支援のあり方について考察する。 
 
 
 

到達目標（ ）

1) コミュニケーション、言語、スピーチの定義について説明できる。 
2) ０歳から１歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について説明できる。 
3) １歳から２歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について説明できる。 
4) ２歳から３歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について説明できる。 
5) コミュニケーションに困難を抱えた子どもの家族支援と専門家の役割について説明できる。 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テキストを参考に、コミュニケーション、言語、スピーチの用語を整理した上で、０歳から１歳までのコミュニ

ケーションスキルの発達と診断について論述してください。 
 
 

第２回レポート課題

テキストを参考に、１歳から２歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について論述してください。ま

た、第１回・第２回レポート課題に関連した英語論文１編を選択し抄訳を提出してください。選択した英語論文を

郵送または添付してください。 
 

第３回レポート課題

テキストを参考に、２歳から３歳までのコミュニケーションスキルの発達と診断について論述してください。ま

た、コミュニケーションに困難を抱えた子どもの家族支援について考察を加えてください。 
 
 
 

テキスト

バックレイ著：コミュニケーションスキルの発達と診断．北大路書房 年， ，

円（税込） 
 

参考書・参考資料等

適宜、紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

レポート課題（ 回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

成人・老人保健学特論（呼吸・循環機能老化学） 吉武 重徳 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

呼吸・循環機能老化学分野において。 
加齢に伴う主要臓器（循環器、呼吸器、代謝内分泌臓器）の障害をここでは取りあつかう。加齢に従い、各種の

臓器機能は低下していくが、その過程が、急性、亜急性そして、多くは慢性といった経過をたどる。その中で、代

償的機転が作用して維持していくこともある。その変化は徐々に認められることも多く次の診断、次の治療を必要

とするのかを考えることが、個人、家族、社会、医療経済を含め重要となってくることを理解し、認識できるよう

にする。 
 

到達目標（ ）

加齢に伴う、個々の臓器障害が生じていく段階で、個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトを学ぶ。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定の英文論文を、抄読し加齢に伴う、臓器機能の変化についてまとめ、検討した結果を提出 
 
 
 

第２回レポート課題

ひとつの主要臓器が、加齢に伴うことで個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトについて、英文

論文を参考に検討した結果を提出。 
 
 

第３回レポート課題

加齢による、リンクした主要臓器障害が、個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトについて、英

文論文を参考に検討した結果を提出。 
 
 
 

テキスト

テキストは原則的にありません。参考文献を必要に応じて指示します。 
 
 

参考書・参考資料等

参考文献を必要に応じて指示します。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

精神保健学特論 矢花 芙美子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

精神症状の正確な把握は治療・リハビリテーション・介護を行う上で極めて重要なことである。そこで、以下の

課題を行う。 
（1）医師同様に各立場なりの（例えば、ＯＴ的）診断が十分にできるようにする。 
（2）診断と治療は切り離して考えるのではなく、一体のものという理解を十分できるようにする。 
（3）精神科医が病態をどのように診断し、どう治療しているか、についての理解を深める。 
（4）治療を十分に効果的なものにする為に、治療に加わるスタッフ（家族も含む）は全員が十分協力的、協調的

であることが必要である。どのようにすれば協力的、協調的にしてゆけるかを学ぶ。 
（5）治療者としての技術を向上させる為に、治療者自身の自己理解を深めてゆくことが必要である。自分自身の

自己理解を深めてゆけるようにする。 
 

到達目標（ ）

精神障害者のＱＯＬを高める為にも、治療を効果的にする上でも、限界という言葉を押しつけることなく、絶え

ず治療技術の向上と援助技術の向上に向けて努力し続ける人材育成を目指す。 
 
 

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出  
第２回レポート課題

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出

「 」１～ ページをを訳し，まとめ，意見・感想をつけ提出

 
第３回レポート課題

「改訂 精神科養生のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出。

「改訂 精神科養生のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出。

「改訂 精神科養生のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出。 
 

テキスト

１）追補 精神科診断面接のコツ 神田橋條治著 岩崎学術出版

２）

（課題は ～ ページ）

３）改訂 精神科養生のコツ 神田橋條治著 岩崎学術出版 
 

参考書・参考資料等

小精神医学書 加藤信勝著 金芳堂

テレ精神医学 飯田 眞 市川 潤 大橋正和監訳 西村書店

看護のための精神医学 中井久夫 山口直彦著 医学書院 
 

学生に対する評価

レポート 回合格し、科目修了試験において評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

精神保健学特論 矢花 芙美子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

精神症状の正確な把握は治療・リハビリテーション・介護を行う上で極めて重要なことである。そこで、以下の

課題を行う。 
（1）医師同様に各立場なりの（例えば、ＯＴ的）診断が十分にできるようにする。 
（2）診断と治療は切り離して考えるのではなく、一体のものという理解を十分できるようにする。 
（3）精神科医が病態をどのように診断し、どう治療しているか、についての理解を深める。 
（4）治療を十分に効果的なものにする為に、治療に加わるスタッフ（家族も含む）は全員が十分協力的、協調的

であることが必要である。どのようにすれば協力的、協調的にしてゆけるかを学ぶ。 
（5）治療者としての技術を向上させる為に、治療者自身の自己理解を深めてゆくことが必要である。自分自身の

自己理解を深めてゆけるようにする。 
 

到達目標（ ）

精神障害者のＱＯＬを高める為にも、治療を効果的にする上でも、限界という言葉を押しつけることなく、絶え

ず治療技術の向上と援助技術の向上に向けて努力し続ける人材育成を目指す。 
 
 

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出  
第２回レポート課題

「追捕 精神科参断面接のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出

「 」１～ ページをを訳し，まとめ，意見・感想をつけ提出

 
第３回レポート課題

「改訂 精神科養生のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出。

「改訂 精神科養生のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出。

「改訂 精神科養生のコツ」 ～ 章を読み、まとめ、意見・感想をつけ提出。 
 

テキスト

１）追補 精神科診断面接のコツ 神田橋條治著 岩崎学術出版

２）

（課題は ～ ページ）

３）改訂 精神科養生のコツ 神田橋條治著 岩崎学術出版 
 

参考書・参考資料等

小精神医学書 加藤信勝著 金芳堂

テレ精神医学 飯田 眞 市川 潤 大橋正和監訳 西村書店

看護のための精神医学 中井久夫 山口直彦著 医学書院 
 

学生に対する評価

レポート 回合格し、科目修了試験において評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

形態学特論（分子細胞生物・微細構造学） 川野 純一 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

組織学的な手法は、組織や細胞の構造と機能を可視化する技術である。ポストゲノム時代を迎え、この手法の医学

生物学領域における重要性は、ますます大きくなっている。本講では、種々の組織学研究法を理解すること、また

それらの画像を読み取る力を養うことをめざす。具体的には、まず一般的な組織学についての英文文献を読み、組

織学研究法の概要を学ぶ。次に、それぞれの専門領域に関連する組織についての英文文献を読んで、理解を深める。 
 
 
 

到達目標（ ）

組織学研究法の概要を説明できる。 
それぞれの専門分野の文献で使われる組織写真について概要を説明できる。 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

組織学研究法に関する英文文献を読み、それぞれの組織学研究法についてまとめる。 
 
 
 

第２回レポート課題

専門領域に関連する特定の組織に関連する組織学の英文文献を読んで、まとめる。 
 
 
 

第３回レポート課題

専門領域に関連する特定の組織に関連する組織学の英文文献を読んで、まとめる。 
 
 
 
 

テキスト

随時指定される英文文献 
 
 

参考書・参考資料等

藤田尚男、藤田恒男著 標準組織学 総論、各論 医学書院 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと、科目修了試験で評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

形態学特論（器官形態・組織病理学） 近藤 照義 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

保健科学の分野において、人体の正常な構造と機能を把握することは、ヒトの健康を守ることと関連付けて重要で

ある。本科目では、人体の正常な構造と機能を理解し、さらに、正常な構造・機能と主要な疾患の病態生理との関

連性を理解する。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1) 主要な器官系の肉眼解剖学的・組織学的構造を説明できる。 
2) 主要な器官系の機能について説明できる。 
3) 主要な疾患の病態生理について説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

各自の関心ある器官系において、器官系の肉眼解剖学的・組織学的構造、主な疾患の病態生理についてまとめ

る。 
 
 

第２回レポート課題

人体の構造と機能に関する英文資料を配布するので、その内容を理解しレポートを作成する。 
 
 
 

第３回レポート課題

各自の関心ある器官系において、器官系の肉眼解剖学的・組織学的構造、主な疾患の病態生理についてまとめ

る。 
 
 
 

テキスト

カラー人体解剖学 構造と機能：ミクロからマクロまで 西村書店 
 
 

参考書・参考資料等

随時紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

形態学特論（器官形態・組織病理学） 近藤 照義 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

保健科学の分野において、人体の正常な構造と機能を把握することは、ヒトの健康を守ることと関連付けて重要で

ある。本科目では、人体の正常な構造と機能を理解し、さらに、正常な構造・機能と主要な疾患の病態生理との関

連性を理解する。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1) 主要な器官系の肉眼解剖学的・組織学的構造を説明できる。 
2) 主要な器官系の機能について説明できる。 
3) 主要な疾患の病態生理について説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

各自の関心ある器官系において、器官系の肉眼解剖学的・組織学的構造、主な疾患の病態生理についてまとめ

る。 
 
 

第２回レポート課題

人体の構造と機能に関する英文資料を配布するので、その内容を理解しレポートを作成する。 
 
 
 

第３回レポート課題

各自の関心ある器官系において、器官系の肉眼解剖学的・組織学的構造、主な疾患の病態生理についてまとめ

る。 
 
 
 

テキスト

カラー人体解剖学 構造と機能：ミクロからマクロまで 西村書店 
 
 

参考書・参考資料等

随時紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

生体機能学特論（臨床免疫学） 池脇 信直 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

免疫とは、自己と非自己（異物）を識別し非自己を排除する生体防御機構である。非自己は抗原と呼ばれ、微生

物、花粉、癌細胞、他人の細胞や臓器など多くの種類がある。免疫はこれらの抗原を抗体や補体を中心とした液性

免疫、および白血球を中心とした細胞性免疫によって排除し、生体の恒常性を維持している。 
本講義では、加齢と免疫、ストレスと免疫、感染免疫、癌（腫瘍）免疫、アレルギー、免疫不全症、自己免疫疾

患、移植免疫など、臨床免疫学に関わる免疫反応を例にあげ生体の防御機構について学習する。 
 

 
到達目標（ ）

非自己である抗原の種類と特徴を理解できる。

抗体や補体を中心とした液性免疫の概念を理解できる。

白血球を中心とした細胞性免疫の概念を理解できる。 
免疫疾患の発症メカニズムを理解できる。

臨床免疫に関わる具体的な事例ならびに最新治療法（水素医療を含む）を理解できる。

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

免疫システムの概要と免疫疾患

第２回レポート課題

を読んで内容をまとめる。

第３回レポート課題

免疫疾患における水素治療（水素医療）の応用

 
テキスト

テキストは原則的にありませんので、下記の参考書を利用して下さい。

 
参考書・参考資料等

標準免疫学 （医学書院）

新版 臨床免疫学 （講談社）

免疫学イラストレイテッド （南江堂）

シンプル免疫学 （南江堂）

からだと免疫のしくみ （日本実業出版社）

免疫検査学 （医学書院）

水素吸入健康法 （幻冬舎）

 
学生に対する評価

レポート（ 回）の合格ならびに科目修了試験で評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

生体機能学特論（感染症学） 鬼塚 信 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

この科目は修士論文作成に必要な基礎知識を含むものであり、研究テーマおよび研究方法の具体化とその実践を

通して、医療分野における研究者としての基本的態度を形成するため感染症分野における基礎的知識を修得する。 
様々な感染症の基礎知識を学習し、我が国あるいは世界規模で問題になりつつある感染症についての知識を修得

する。 
 

 
 

到達目標（ ）

1) 様々な感染症に関する知識を得る。 
2) 感染症に関する、予防法および治療法の知識を取得する。 
3) 感染症に関する問題点を整理し、考察することができる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テーマ例：癌と感染症について（各個人の興味があるところで） 
１.学生自らの感染症問題の明確化と、キーワードの選出、学習（研究）テーマ決定、 
２.決定したテーマに関する先行研究のレビュー 
３.決定したテーマにおける、目的、方法の決定、考察 

第２回レポート課題

テーマ例：日本で増加している感染症について（各個人の興味があるところで） 
１.学生自らの感染症問題の明確化と、キーワードの選出、学習（研究）テーマ決定、 
２.決定したテーマに関する先行研究のレビュー 
３.決定したテーマにおける、目的、方法の決定、考察 

第３回レポート課題

テーマ例：世界的に脅威となる感染症について（各個人の興味があるところで） 
１.学生自らの感染症問題の明確化と、キーワードの選出、学習（研究）テーマ決定、 
２.決定したテーマに関する先行研究のレビュー 
３.決定したテーマにおける、目的、方法の決定、考察 
 

テキスト

特に指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

特に指定しない。 
 
 
 

学生に対する評価

３回のレポート課題に合格し、科目修了試験において評価する。 
 



- 16 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

生体機能学特論（感染症学） 鬼塚 信 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

この科目は修士論文作成に必要な基礎知識を含むものであり、研究テーマおよび研究方法の具体化とその実践を

通して、医療分野における研究者としての基本的態度を形成するため感染症分野における基礎的知識を修得する。 
様々な感染症の基礎知識を学習し、我が国あるいは世界規模で問題になりつつある感染症についての知識を修得

する。 
 

 
 

到達目標（ ）

1) 様々な感染症に関する知識を得る。 
2) 感染症に関する、予防法および治療法の知識を取得する。 
3) 感染症に関する問題点を整理し、考察することができる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テーマ例：癌と感染症について（各個人の興味があるところで） 
１.学生自らの感染症問題の明確化と、キーワードの選出、学習（研究）テーマ決定、 
２.決定したテーマに関する先行研究のレビュー 
３.決定したテーマにおける、目的、方法の決定、考察 

第２回レポート課題

テーマ例：日本で増加している感染症について（各個人の興味があるところで） 
１.学生自らの感染症問題の明確化と、キーワードの選出、学習（研究）テーマ決定、 
２.決定したテーマに関する先行研究のレビュー 
３.決定したテーマにおける、目的、方法の決定、考察 

第３回レポート課題

テーマ例：世界的に脅威となる感染症について（各個人の興味があるところで） 
１.学生自らの感染症問題の明確化と、キーワードの選出、学習（研究）テーマ決定、 
２.決定したテーマに関する先行研究のレビュー 
３.決定したテーマにおける、目的、方法の決定、考察 
 

テキスト

特に指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

特に指定しない。 
 
 
 

学生に対する評価

３回のレポート課題に合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

生体機能学特論（再生医療学） 近藤 照義 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

近年の幹細胞研究の飛躍的な進歩に伴い、幹細胞を用いた組織及び臓器再生の可能性が期待され、皮膚や骨などで

は実用化されつつある。幹細胞を用いて失われた細胞を補う細胞補充は、体外から細胞を移植して持ち込む手法と、

もともと臓器内に存在する内在性幹細胞を用いる手法とに区分される。本講義では構造の複雑さから他の臓器に比

べて再生が困難と考えられている腎臓において、腎臓の内在性幹細胞や移植幹細胞が腎臓再生へいかに寄与してい

るのかを理解する。 
 
 

到達目標（ ）

1) 腎臓の構造を説明できる。 
2) 幹細胞の定義について説明できる。 
3) 幹細胞の種類について説明できる。 
4) 腎臓の再生における幹細胞の重要性について説明できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

腎臓において、いかなる種類の内在性幹細胞がいかなる部位に存在するのか、それらの細胞は腎臓の再生へどのよ

うに関与しているのかを調べる。 
 
 

第２回レポート課題

腎臓の再生に関する英文資料を配布するので、その内容を理解しレポートを作成する。 
 
 
 

第３回レポート課題

幹細胞移植が腎臓の再生にどのように関与しているのかを調べる。 
 
 
 
 

テキスト

特に指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

随時紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
 



第８版



第８版

- 19 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（小児発達学） 内勢 美絵子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

【概要】近年、少子・高齢化が進む中、大人の労働の課題や貧困問題、子どもが伸び伸びと遊ぶ環境（時間・

空間・人）の狭小化、食の問題などにより、子どもの発達にさまざまな影響が出ているといわれている。そこ

で本講義では、子どもが健やかに育つことを保障、補完していくために、子どもの初期発達のメカニズムと子

育てや保育との関係について学習する。

【一般目標（ ）】子どもの発達における環境（人的・物理的）の影響、重要性について理解を深めること

により、根拠に基づいた発達援助をするための基礎をつくることができる。

 
到達目標（ ）

１）脳の機能発達について説明できる。 
２）乳児期の身体運動について説明できる。 
３）乳児が世界（環境）を知ること、その中で生きることについて説明できる。 
４）保育環境における乳児について説明できる。 
５）生涯発達における幼少期の重要性について説明できる。 
６）発達におけるアタッチメントの重要性について説明できる。 
７）アロペアレンティングと仲間関係の役割について説明できる。 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

【 】１）～４）

ヒトの初期発達と環境についてテキストおよび関連文献を参照して論述する。

第２回レポート課題

【 】１）～４）

ヒトの初期発達と環境に関する英語論文を一つ選択し、その内容を要約する（英語論文は添付ファイルとして提

出するか、コピーを郵送する）。

第３回レポート課題

【 】５）～７）

子どもの社会性発達と子育て・保育の役割についてテキストおよび複数の文献を参照して論述する。

 
テキスト

秋田喜代美監修：あらゆる学問は保育につながる 発達保育実践政策学の挑戦．東京大学出版会，

森岡周：発達を学ぶ．協同医書出版社，

滝川一廣：子どものための精神医学．医学書院，

 
参考書・参考資料等

日本発達心理学会編：脳の発達科学 発達科学ハンドブック８ 新曜社，

乾俊郎：脳科学からみる子どもの心の育ち．ミネルヴァ書房，

土田玲子、小西紀一監訳：感覚統合とその実践，協同医書出版社，

佐々木正美：完 子どもへのまなざし，福音館書店，

 
学生に対する評価

回のレポート合格と科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（認知症学） 小川 敬之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本講では認知症の病態像と言うよりは、認知症という状態像をもった個人が精神病理的にどのような状態

に陥り、われわれがそれをどのように理解していったらよいのかを様々な角度から学んでいく。 
 
 
 

到達目標（ ）

1）認知症を impairmentの視点から理解できる。 
2）認知症を narrative、environmentの視点から理解できる 
3）認知症の精神病理についてわかる 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

「痴呆老人からみた世界」の第１章から第４章までを読んでまとめなさい

 
 

第２回レポート課題

「痴呆老人からみた世界」の第４章から最終章までを読んでまとめなさい 
 
 
 

第３回レポート課題

指定論文（英文テキストの和訳、後ほど配布） 
 
 
 
 

テキスト

痴呆老人からみた世界、小澤勲、岩波学術出版 
 
 

参考書・参考資料等

認知症 ～新しい理解と対応の考え方～、本間昭、木之下徹、日本医事新報社

アルツハイマー型認知症の諸問題を再考する、老年精神医学雑誌、 増刊号Ⅰ

老年期認知症ナビゲーター、平井俊策、メディカルビュー社

認知症の作業療法、小川敬之・竹田徳則、医歯薬出版株式会社

血管性認知症、目黒謙一、（株）ワールドプランニング

痴呆の症候学、田邊敬貴、医学書院 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（認知症学） 小川 敬之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本講では認知症の病態像と言うよりは、認知症という状態像をもった個人が精神病理的にどのような状態

に陥り、われわれがそれをどのように理解していったらよいのかを様々な角度から学んでいく。 
 
 
 

到達目標（ ）

1）認知症を impairmentの視点から理解できる。 
2）認知症を narrative、environmentの視点から理解できる 
3）認知症の精神病理についてわかる 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

「痴呆老人からみた世界」の第１章から第４章までを読んでまとめなさい

 
 

第２回レポート課題

「痴呆老人からみた世界」の第４章から最終章までを読んでまとめなさい 
 
 
 

第３回レポート課題

指定論文（英文テキストの和訳、後ほど配布） 
 
 
 
 

テキスト

痴呆老人からみた世界、小澤勲、岩波学術出版 
 
 

参考書・参考資料等

認知症 ～新しい理解と対応の考え方～、本間昭、木之下徹、日本医事新報社

アルツハイマー型認知症の諸問題を再考する、老年精神医学雑誌、 増刊号Ⅰ

老年期認知症ナビゲーター、平井俊策、メディカルビュー社

認知症の作業療法、小川敬之・竹田徳則、医歯薬出版株式会社

血管性認知症、目黒謙一、（株）ワールドプランニング

痴呆の症候学、田邊敬貴、医学書院 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（運動学） 立石 修康 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

※概要

本講義は人体の運動器に関する学習である．身体障害分野のリハビリテーションの中でも，特に骨筋系

疾患の運動療法には運動器に対する詳細で深い理解が必須となる．本講義では，学習者が指定テキストを軸

として複数の参考文献をあたり，運動器に関するレポートを作成する．

※

学習者は，運動器の構造と運動についての理解を深めることができ，エビデンスに基づく運動器のリハ

ビリテーションの基盤とする事ができる．

 
到達目標（ ）

）学習者は上肢における骨と関節構造と運動の関係を理解し説明できる．

）学習者は下肢における骨と関節構造と運動の関係を理解し説明できる．

）個々の患者の骨筋系疾患のリハビリテーションにおける疾患評価とリハビリテーション実践について説

明できる．

 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定テキストの第 部（上肢）の第 章（肩複合体）から第 章（手）のなかから興味のある関節（章）を

ひとつ選択し，複数の参考文献をあたりながらまとめなさい． 
第２回レポート課題

指定テキストの第 部（下肢）の第 章（股関節）から第 章（足関節と足部）のなかから興味のある関

節（章）をひとつ選択し，複数の参考文献をあたりながらまとめなさい． 
第３回レポート課題

骨筋系の運動学に関連する英語論文を任意に一つ選択し和訳しなさい． 
 
 

テキスト

カラー版 筋骨格系のキネシオロジー 原著第２版（原著 ，監訳 嶋田智明，医歯薬出版） 
ISBN978-4-263-21395-7．定価 12,000 円．税込 12,960円 
 
 

参考書・参考資料等

・カパンジー機能解剖学 上肢 原著第 版（ 著／塩田悦仁訳．医歯薬出版）

・カパンジー機能解剖学 Ⅱ下肢 原著第 版（ 著／塩田悦仁訳．医歯薬出版）

・プロメテウス解剖学アトラス 解剖学総論／運動器系（監訳：坂井建雄．医学書院）

・運動器の「なぜ？」がわかる臨床解剖学（工藤慎太郎著／医学書院） 
・関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション 上肢（整形外科リハ研究会 編．メジカルビュー） 
・関節機能解剖学に基づく整形外科運動療法ナビゲーション 下肢（整形外科リハ研究会 編．メジカルビュー） 
・KNOW THE BODY 筋・骨格の理解と触診のすべて（Dr.マスコリーノ著／日高正己訳．医歯薬出版） 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し，科目終了試験において評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（運動処方学） 樋口 博之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本講義では、運動処方を中心に、理想的な保健医療サービスについて考える。 
運動療法は疾病の治療法の一つであり、臨床分野で用いられる運動療法は機能回復を目的としている。一方、予

防医学分野では健康維持・増進を目的としている。医療従事者として運動療法学を学ぶのは、医師と理学療法士が

中心となる。しかし、看護師や作業療法士も内容を理解することが望ましいと思われる。臨床分野では、医師の診

断・処方に基づき、理学療法士が患者に対して機能回復訓練を行うが、実際にその効果には個体差がみられる。運

動療法を実施するにあたり、運動の種類、強度、頻度によって生体に与える効果は異なる。 
近年、メタボリック・シンドロームに対する地域予防対策が注目され、また医療法 42条施設（疾病予防を目的
とした運動型施設）も増えている。以上の社会的背景から、運動療法が生体に与える効果およびメカニズムを理解

することを学習内容とする。 
 

到達目標（ ）

・運動処方の原則を理解する 
・運動療法による効果について、メカニズムを理解する 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

メタボリック・シンドローム（肥満、高血圧、糖尿病、高脂血症）に対する運動療法と期待される効果を

まとめなさい

第２回レポート課題

運動が骨粗鬆症の予防に有効であるメカニズムをまとめなさい

 
 

第３回レポート課題

骨格筋（Skeletal muscle）と運動（Exercise）をキーワードとし、PubMedで検索し、興味のある英語論文を
全訳しなさい 
（英語論文は添付ファイルとして提出するか、コピーを郵送してください） 

 
テキスト

なし 
 

参考書・参考資料等

（図書）

運動療法ガイド 正しい運動処方を求めて 、井上一・武藤芳照、日本醫事新報社

スポーツ生理学、森谷敏夫・根本勇、朝倉書店

今日の処方 改訂 版、南江堂

運動処方の指針（アメリカスポーツ医学会、南江堂）

 
学生に対する評価

３回のレポート課題の提出により、科目修了試験を行い、総合評価とする 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（運動処方学） 樋口 博之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本講義では、運動処方を中心に、理想的な保健医療サービスについて考える。 
運動療法は疾病の治療法の一つであり、臨床分野で用いられる運動療法は機能回復を目的としている。一方、予

防医学分野では健康維持・増進を目的としている。医療従事者として運動療法学を学ぶのは、医師と理学療法士が

中心となる。しかし、看護師や作業療法士も内容を理解することが望ましいと思われる。臨床分野では、医師の診

断・処方に基づき、理学療法士が患者に対して機能回復訓練を行うが、実際にその効果には個体差がみられる。運

動療法を実施するにあたり、運動の種類、強度、頻度によって生体に与える効果は異なる。 
近年、メタボリック・シンドロームに対する地域予防対策が注目され、また医療法 42条施設（疾病予防を目的
とした運動型施設）も増えている。以上の社会的背景から、運動療法が生体に与える効果およびメカニズムを理解

することを学習内容とする。 
 

到達目標（ ）

・運動処方の原則を理解する 
・運動療法による効果について、メカニズムを理解する 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

メタボリック・シンドローム（肥満、高血圧、糖尿病、高脂血症）に対する運動療法と期待される効果を

まとめなさい

第２回レポート課題

運動が骨粗鬆症の予防に有効であるメカニズムをまとめなさい

 
 

第３回レポート課題

骨格筋（Skeletal muscle）と運動（Exercise）をキーワードとし、PubMedで検索し、興味のある英語論文を
全訳しなさい 
（英語論文は添付ファイルとして提出するか、コピーを郵送してください） 

 
テキスト

なし 
 

参考書・参考資料等

（図書）

運動療法ガイド 正しい運動処方を求めて 、井上一・武藤芳照、日本醫事新報社

スポーツ生理学、森谷敏夫・根本勇、朝倉書店

今日の処方 改訂 版、南江堂

運動処方の指針（アメリカスポーツ医学会、南江堂）

 
学生に対する評価

３回のレポート課題の提出により、科目修了試験を行い、総合評価とする 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（作業療法学） 福本 安甫 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

この科目は，保健科学領域における高齢者や障害者のリハビリテーション研究の視点づくりを目的して開講する． 
したがって，実証科学とも言われるリハビリテーションについてどのように論理性を作り上げていくか，実践活動

を通して学んでいく機会にしたいと考える． 
 
 
 
 

到達目標（SBOS） 
1）リハビリテーションの科学性について説明できる。 
2）リハビリテーション研究を論理的に説明できる。 
3）英語論文に慣れるとともに、その内容を説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題） 
第１回レポート課題 

リハビリテーションの科学性におけるエビデンスとは何か論述しなさい． 
（この課題は，リハビリテーションにおける課題解決に向けて，どのようにエビデンスを作ったらよいか考えてみ

ることがテーマです） 
 

第２回レポート課題 
リハビリテーション研究の論理性について自分の立場から考察しなさい． 

（この課題は，教科書と自分の経験を比較しながら，科学性と論理性とは何かを考えることがテーマです） 
 
 

第３回レポート課題 
リハビリテーションに関する英語論文を一つ選択し，その要約とともに科学性について論述しなさい． 
（この課題は，英語論文に馴染むことに加え，研究における科学性について考えることがテーマです）  
 
 
 

テキスト 
科学としてのリハビリテーション医学、上田敏著、医学書院、2001 
リハビリテーションの思想（第 2版）、上田敏著、医学書院、2001 
 

参考書・参考資料等 
使用しない。 
 
 
 

学生に対する評価 
レポート３回の合格と科目修了試験で評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（神経生理学） 吉田 健 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

リハビリテーション領域で関係する脳血管障害では，片麻痺や感覚障害，高次脳機能障害など多彩な症状を

呈し，神経生理学的手法によりそのメカニズムを解明しようとする研究が行われている．本講義では神経生

理学的手法を基にした先行研究より，神経系の構造や機能を理解し，臨床における治療・介入の視点を養う

ことを目的とする．

 
 

到達目標（ ）

（1）脳血管障害における随意性の低下と脳機能について説明できる． 
（2）脳血管障害における高次脳機能障害の種類を理解し，発現機序を整理する． 
（3）脳機能について神経生理学的手法を用いた検証法を説明できる． 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

カンデル神経科学の第 16 章から第 20 章のうち 1 章をまとめる． 
 
 

第２回レポート課題

カンデル神経科学の第 25 章から第 29 章のうち 1 章をまとめる． 
 
 

第３回レポート課題

指定論文の和訳（英文テキストを和訳し，要約する．論文は後日配布） 
 
 
 

テキスト

（1）カンデル神経科学： （原著）他，金澤一郎（監訳）他，メディカルサイエンスインターナシ

ョナル ： ．

 
参考書・参考資料等

シ リ ー ズ 脳 科 学 認 識 と 行 動 の 脳 科 学 ： 甘 利 俊 一 監 修 ， 田 中 啓 治 編 ， 東 大 出 版 会

 
姿勢の脳・神経科学−その基礎から臨床まで−：大築立志他（編著），市村出版

リハビリテーションのためのニューロサイエンス：西条寿夫他（監修） メジカルビュー社

脳研究の最前線（上）：脳科学総合研究センター 講談社 倶楽部

 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅰ（神経生理学） 吉田 健 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

リハビリテーション領域で関係する脳血管障害では，片麻痺や感覚障害，高次脳機能障害など多彩な症状を

呈し，神経生理学的手法によりそのメカニズムを解明しようとする研究が行われている．本講義では神経生

理学的手法を基にした先行研究より，神経系の構造や機能を理解し，臨床における治療・介入の視点を養う

ことを目的とする．

 
 

到達目標（ ）

（1）脳血管障害における随意性の低下と脳機能について説明できる． 
（2）脳血管障害における高次脳機能障害の種類を理解し，発現機序を整理する． 
（3）脳機能について神経生理学的手法を用いた検証法を説明できる． 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

カンデル神経科学の第 16 章から第 20 章のうち 1 章をまとめる． 
 
 

第２回レポート課題

カンデル神経科学の第 25 章から第 29 章のうち 1 章をまとめる． 
 
 

第３回レポート課題

指定論文の和訳（英文テキストを和訳し，要約する．論文は後日配布） 
 
 
 

テキスト

（1）カンデル神経科学： （原著）他，金澤一郎（監訳）他，メディカルサイエンスインターナシ

ョナル ： ．

 
参考書・参考資料等

シ リ ー ズ 脳 科 学 認 識 と 行 動 の 脳 科 学 ： 甘 利 俊 一 監 修 ， 田 中 啓 治 編 ， 東 大 出 版 会

 
姿勢の脳・神経科学−その基礎から臨床まで−：大築立志他（編著），市村出版

リハビリテーションのためのニューロサイエンス：西条寿夫他（監修） メジカルビュー社

脳研究の最前線（上）：脳科学総合研究センター 講談社 倶楽部

 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅱ（言語聴覚障害学） 太田 栄次 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療は科学的行為として受け止められやすいが、医療はさまざまな意味で文化的行為でもある。また、医療とは

何かを考える際に、医療行為を医療従事者対患者という構図に単純化するべきではなく、医療を社会環境の中に位

置づけて考えることが必要である。このように医療を文化的、社会的側面から考える学問に医療人類学がある。こ

の分野では、特に、人間の身体、健康や病気、治療の方法などが、それぞれの生きる環境や文化によって多様であ

ることを前提とし、医療がそれぞれの文化、社会としてどう捉えられているかを理解すること目指している。 
本講座では、医療人類学の考え方を理解し、さまざまな文献を読むことにより、現在医療を取り巻く様々な課題

について医療人類学の立場から考察できることを目指す。 
 
 

 
到達目標（ ）

１．医療人類学の考え方を理解する。 
２．医療を取り巻く様々課題について、医療人類学の立場から考えることができる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

医療人類学のトピックに関する論文を読み、その内容をまとめる。 
 
 

第２回レポート課題

医療人類学のトピックに関する論文を読み、その内容をまとめる。

 
 

第３回レポート課題

現代の医療・保健を取り巻く様々課題の中から最も関心のあるテーマを選び、それについて、医療人類学の立場か

ら論じる。

 
 
 

テキスト

波平恵美子編『病むことの文化 医療人類学のフロンティア 』海鳴社、 年

 
参考書・参考資料等

 
 

学生に対する評価

３回のレポートの内容と、科目終了試験において評価します。 
 



- 26 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅱ（聴覚機能学） 倉内 紀子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

単独または発達障害に合併して生じる聴覚の問題について理解を深めることがねらいである。小児聴覚障害の症

状・特徴、原因、評価・診断の基礎を学習した上で、聴覚の発達、新生児聴覚スクリーニング、母子支援プログラ

ムを取り上げ、専門的知識と臨床的対応について学ぶ。 
まず、近年の研究で明らかになった胎児期および乳児期の聴覚の発達について整理する。次に、自動ＡＢＲやＯ

ＡＥによる新生児聴覚スクリーニングの現状について理解する。これらの学習を踏まえて、乳幼児期の母子支援プ

ログラムについて検討し、小児聴覚障害の臨床および研究に携わる専門家の役割について考察する。 
 

到達目標（ ）

1) 小児聴覚障害の症状・特徴、原因について列挙できる。 
2) 胎児期および乳児期の聴覚の発達について説明できる。 
3) 自動ＡＢＲによる新生児聴覚スクリーニングの現状について説明できる。 
4) 乳幼児期の母子支援プログラムと専門家の役割について説明できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、胎児期および乳児期の聴覚の発達について論述してください。 
 
 
 

第２回レポート課題

テキストおよび指定英文テキストを参照し、新生児聴覚スクリーニングの現状と課題について論述してくだ

さい。

 
 

第３回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、母子支援プログラムと専門家の役割について論述してくださ

い。 
 
 
 

テキスト

中村公枝他編：標準言語聴覚障害学 聴覚障害学第 版．医学書院， 年， ，

円（税込）

 
参考書・参考資料等

適宜、紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

レポート課題（ 回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅱ（聴覚機能学） 倉内 紀子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

単独または発達障害に合併して生じる聴覚の問題について理解を深めることがねらいである。小児聴覚障害の症

状・特徴、原因、評価・診断の基礎を学習した上で、聴覚の発達、新生児聴覚スクリーニング、母子支援プログラ

ムを取り上げ、専門的知識と臨床的対応について学ぶ。 
まず、近年の研究で明らかになった胎児期および乳児期の聴覚の発達について整理する。次に、自動ＡＢＲやＯ

ＡＥによる新生児聴覚スクリーニングの現状について理解する。これらの学習を踏まえて、乳幼児期の母子支援プ

ログラムについて検討し、小児聴覚障害の臨床および研究に携わる専門家の役割について考察する。 
 

到達目標（ ）

1) 小児聴覚障害の症状・特徴、原因について列挙できる。 
2) 胎児期および乳児期の聴覚の発達について説明できる。 
3) 自動ＡＢＲによる新生児聴覚スクリーニングの現状について説明できる。 
4) 乳幼児期の母子支援プログラムと専門家の役割について説明できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、胎児期および乳児期の聴覚の発達について論述してください。 
 
 
 

第２回レポート課題

テキストおよび指定英文テキストを参照し、新生児聴覚スクリーニングの現状と課題について論述してくだ

さい。

 
 

第３回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、母子支援プログラムと専門家の役割について論述してくださ

い。 
 
 
 

テキスト

中村公枝他編：標準言語聴覚障害学 聴覚障害学第 版．医学書院， 年， ，

円（税込）

 
参考書・参考資料等

適宜、紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

レポート課題（ 回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅱ（言語発達障害学） 長嶋 比奈美 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児の言語聴覚障害の中から、言語発達障害を選択し、その中から研究テーマを検討する。それに関連する文献

を検索・整理・精読した上で、自分の研究テーマを確立する。 
そして、自分の研究テーマに沿って、研究分析や研究技法を検討し、独自の研究デザインや分析技法をあみだし、

独自性を確立する。 
 
 
 

到達目標（ ）

１）自分の研究テーマに関連する専門書や論文に精読・精通し、自分の研究テーマを説明する。 
２）様々な文献（和文・洋文など）に精読・精通し、自分の研究テーマと比較し、考察する。 
３）上記を踏まえて、自分の研究テーマとデザインを確立する、 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

・自分の研究テーマに関係する文献（専門書・論文）を精読し、自分なりの方向性を見出し、まとめなさい。 
 
 
 

第２回レポート課題

・自分の研究テーマに関係する様々な文献（専門書・論文）を精読し、論点を分析し、自分の研究テーマと比較し、

類似点と相違点について考察しなさい。

 
 

第３回レポート課題

・上記（１回、２回）を踏まえて、自分の研究テーマ、デザインについて整理・要約して、今後の展望についてま

とめなさい。 
 
 
 

テキスト

・特に指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

・必要に応じて随時紹介する。 
 
 
 

学生に対する評価

・レポート課題（3回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅱ（摂食・嚥下機能学） 中村 真理子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

食べることは本能的行動の一つであり，食べる機能（摂食・嚥下機能）を維持するということは医療のなかでも

重要な治療項目である。治療を行うためにはまず口腔の働きや飲み込む動作を理解することが必要となる。本講座

は摂食・嚥下機能，摂食・嚥下障害に対する理解を深めることを目的としている。 
 
 
 

 
到達目標（ ）

1) 摂食・嚥下機能について生理学的ならびに解剖学的な面から説明できる。 
2) 摂食嚥下障害の原因ならびに病態について説明できる。 
3) 文献検索を行い，必要な文献を収集することができる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

嚥下障害が生じる疾患について 
 
 
 

第２回レポート課題

嚥下障害と構音障害との関連

 
 
 

第３回レポート課題

嚥下訓練のエビデンスレベルについて

 
 
 
 

テキスト

森戸光彦著「老年歯科医学」医歯薬出版 
 
 

参考書・参考資料等

下山和弘著「基礎からわかる高齢者の口腔健康管理」医歯薬出版 
山田好秋著「よくわかる摂食・嚥下のメカニズム」医歯薬出版 
佐藤雅昭著「なぜあなたは論文が書けないのか」メディカルレビュー社 
 

学生に対する評価

３回のレポート課題に合格後，科目終了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅱ（摂食・嚥下機能学） 中村 真理子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

食べることは本能的行動の一つであり，食べる機能（摂食・嚥下機能）を維持するということは医療のなかでも

重要な治療項目である。治療を行うためにはまず口腔の働きや飲み込む動作を理解することが必要となる。本講座

は摂食・嚥下機能，摂食・嚥下障害に対する理解を深めることを目的としている。 
 
 
 

 
到達目標（ ）

1) 摂食・嚥下機能について生理学的ならびに解剖学的な面から説明できる。 
2) 摂食嚥下障害の原因ならびに病態について説明できる。 
3) 文献検索を行い，必要な文献を収集することができる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

嚥下障害が生じる疾患について 
 
 
 

第２回レポート課題

嚥下障害と構音障害との関連

 
 
 

第３回レポート課題

嚥下訓練のエビデンスレベルについて

 
 
 
 

テキスト

森戸光彦著「老年歯科医学」医歯薬出版 
 
 

参考書・参考資料等

下山和弘著「基礎からわかる高齢者の口腔健康管理」医歯薬出版 
山田好秋著「よくわかる摂食・嚥下のメカニズム」医歯薬出版 
佐藤雅昭著「なぜあなたは論文が書けないのか」メディカルレビュー社 
 

学生に対する評価

３回のレポート課題に合格後，科目終了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅱ（構音・高次脳機能学） 原 修一 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

1．言語・高次脳機能障害の領域よりテーマを選択し、関連する文献を検索・精読・整理し、各自の研究テーマに
関する理解を深める。 
2．文献にて用いられている研究手法や分析法を検討し、各自の研究デザインや分析方法のイメージ作り・確立を
はかる。 
 
 
 

到達目標（ ）

1．自己の研究に関する論文や専門書の精読により、研究の現状についてまとめられる。 
2．英語論文を精読し、1．の論文を含めて研究方法、分析方法等を比較し、考察できる。 
3．1.と 2を踏まえ、自己の研究テーマとその研究デザインを確立できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

自分のテーマに関連する論文や専門書を精読し、本邦における研究の現状についてまとめなさい。 
 
 
 

第２回レポート課題

自分のテーマに関連する英語論文を 3編以上精読し、研究の現状をまとめなさい。また、第 1回レポート課題にて
精読した論文を含む各論文の調査・実験・分析方法を比較し、その利点・欠点について考察しなさい。  
 
 

第３回レポート課題

第 1回、第 2回の課題をふまえた上で、受講者自身の研究テーマと研究目的、研究デザインや今後の展望について
まとめなさい。  
 
 
 

テキスト

特に指定はありませんが、レポート課題では下記参考文献を利用してください。 
 
 

参考書・参考資料等

草間 悟(著)：勉強・研究・発表の技法．南江堂． 
福井次矢：臨床研究マスターブック. 医学書院. 
古谷野 亘 他(著)：実証研究の手引き―調査と実験の進め方・まとめ方．ワールドプランニング 
このほかに、適宜提示します。 
 

学生に対する評価

レポート 3回合格し、かつ科目修了試験において評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅲ（視能解剖学） 川野 純一 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本講では、視覚に関する構造や機能について詳しく学習し、視能解剖学的な考え方や研究手法の習得を

目指す。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

視覚に関する構造、機能、研究方法について、その概要を説明できる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

レポートでは、指定される英文文献を全訳する。 
 
 
 

第２回レポート課題

レポートでは、指定される英文文献を全訳する。 
 
 
 

第３回レポート課題

レポートでは、指定される英文文献を全訳する。 
 
 
 
 

テキスト

随時指定される英文文献 
 
 

参考書・参考資料等

， 他著 ’ ， ， ＆

著

 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅲ（視能解剖学） 川野 純一 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本講では、視覚に関する構造や機能について詳しく学習し、視能解剖学的な考え方や研究手法の習得を

目指す。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

視覚に関する構造、機能、研究方法について、その概要を説明できる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

レポートでは、指定される英文文献を全訳する。 
 
 
 

第２回レポート課題

レポートでは、指定される英文文献を全訳する。 
 
 
 

第３回レポート課題

レポートでは、指定される英文文献を全訳する。 
 
 
 
 

テキスト

随時指定される英文文献 
 
 

参考書・参考資料等

， 他著 ’ ， ， ＆

著

 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅲ（視能学） 沼田 公子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

保健医療技術学特論Ⅲ（視能学）では、斜視・弱視・眼球運動障害による視能障害に対する理解を深め、臨床

例の評価・分析・治療法などについて理論的思考の構築が出来る能力を修得する。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1) 疾患の定義、発症メカニズム、症状および臨床的特徴について述べることができる。 
2) 疾患に対する治療方法と期待される結果、予後について述べることができる。 
3）1・2回のレポートで取り上げた疾患または他の関連する疾患に関するトピックスについて概要を述べることが
できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

斜視・弱視・眼球運動障害のうちから、関心のある疾患をひとつ選択し、定義・発症メカニズム・症状お

よび臨床的特徴について専門書や論文を引用してまとめなさい。

※レポート提出の際、引用した文献（専門書の場合はそのページのコピー）を併せて提出すること。

 
第２回レポート課題

第 回のレポートで取りあげた疾患の治療法とその効果について複数の論文を引用してまとめなさい。

※レポート提出の際、論文を併せて提出すること。 
 
 

第３回レポート課題

斜視・弱視・眼球運動障害に関連する英文論文を 編和訳しなさい。

※レポート提出の際、論文を併せて提出すること。 
 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

指定しない 
 
 
 

学生に対する評価

回のレポートおよび、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（人工臓器学） 丹下 佳洋 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

高度化する医療技術のもとで行われる治療、介護によって人間の健康、福祉のあり方がどう変化していくべき

かは、現在の大きな問題となっている。たとえば、COPD（慢性閉塞性肺疾患）における在宅酸素療法は従来
の医療のあり方を大きく変えたが、それに対する医療のあり方、社会制度、介護は適切かどうか、今後も引き

続き十分な検討が必要であろう。慢性腎不全患者に対して行われている、人工臓器の代表的例としての血液透

析治療も、欧米では医師不在のローケア透析ユニットが作られ、患者は自宅近くのユニットで透析を受けてい

るが、日本ではまだ認可されていない。技術の発達に比較して制度、介護方法は後れをとる傾向にあり、人類

の幸福という観点から考えると早急に検討すべきことは多い。本特論では各自の専門領域を考慮し、人工臓器

と人類の幸福のあり方についてレポートをまとめる。 
 

到達目標（ ）

１．各自が選定した人工臓器の具体例を明確にできる。 
２．その人工臓器の問題点などを説明できる。 
３．引用文献が正しく記載できる。 
４．将来の人工臓器のあり方について、自分の意見を述べることができる。 

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

人工臓器の具体例を１例挙げ、現状のシステムについて調査、記述しなさい。人工臓器は幅を広げて考えてよく、

血液透析のほか、人工膵臓、生体機能補助としての在宅酸素など、各自の得意分野を取り上げてよい。 
レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 

第２回レポート課題

第１回目レポートで取り上げた人工臓器などの臨床例について調査、記述しなさい。とくに、患者を取り巻く環境、

問題点、社会制度について検討すること。また、国内だけではなく、海外での実例についても調査、記述すること。

レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 

第３回レポート課題

第１回目、２回目のレポートとは関係なく、人工臓器のあり方について自分の意見を記述すること。その際、日本

における医療費の内訳、高齢者対策、保険制度についても調査し、人工臓器は人類の幸福に役立っているのか、ま

た今後はどうあるべきかについて記述すること。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文

250 words以内で作成すること。 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（人工臓器学） 丹下 佳洋 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

高度化する医療技術のもとで行われる治療、介護によって人間の健康、福祉のあり方がどう変化していくべき

かは、現在の大きな問題となっている。たとえば、COPD（慢性閉塞性肺疾患）における在宅酸素療法は従来
の医療のあり方を大きく変えたが、それに対する医療のあり方、社会制度、介護は適切かどうか、今後も引き

続き十分な検討が必要であろう。慢性腎不全患者に対して行われている、人工臓器の代表的例としての血液透

析治療も、欧米では医師不在のローケア透析ユニットが作られ、患者は自宅近くのユニットで透析を受けてい

るが、日本ではまだ認可されていない。技術の発達に比較して制度、介護方法は後れをとる傾向にあり、人類

の幸福という観点から考えると早急に検討すべきことは多い。本特論では各自の専門領域を考慮し、人工臓器

と人類の幸福のあり方についてレポートをまとめる。 
 

到達目標（ ）

１．各自が選定した人工臓器の具体例を明確にできる。 
２．その人工臓器の問題点などを説明できる。 
３．引用文献が正しく記載できる。 
４．将来の人工臓器のあり方について、自分の意見を述べることができる。 

 
授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

人工臓器の具体例を１例挙げ、現状のシステムについて調査、記述しなさい。人工臓器は幅を広げて考えてよく、

血液透析のほか、人工膵臓、生体機能補助としての在宅酸素など、各自の得意分野を取り上げてよい。 
レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 

第２回レポート課題

第１回目レポートで取り上げた人工臓器などの臨床例について調査、記述しなさい。とくに、患者を取り巻く環境、

問題点、社会制度について検討すること。また、国内だけではなく、海外での実例についても調査、記述すること。

レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文 250 words以内で作成すること。 
 

第３回レポート課題

第１回目、２回目のレポートとは関係なく、人工臓器のあり方について自分の意見を記述すること。その際、日本

における医療費の内訳、高齢者対策、保険制度についても調査し、人工臓器は人類の幸福に役立っているのか、ま

た今後はどうあるべきかについて記述すること。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文

250 words以内で作成すること。 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（医療機器安全管理学） 戸畑 裕志 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療機器を安全に使用するためには、それぞれの機器、使用環境などをシステムとして検討する必要がある。 
本講義では医療機器を使用する上での環境についての安全性を理解しシステム的な安全対策について考察する。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1) 医療機器を安全に使用するための問題点を総論的に説明できる。 
2) 医療施設での医療設備（電源、医療ガス、空調など）の問題点を説明できる。 
3) 医療設備と医療機器とのシステム安全を説明できる。 
4) 医療機器と電磁環境問題について討議できる知識を習得する。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

医療機器を使用する上での安全性についての医療施設内での諸問題を包括的に検討する。 
 
 
 

第２回レポート課題

病院内のハードウエアとしての医療設備の問題点・安全対策について検討する。 
 
 
 

第３回レポート課題

医療機器における電磁環境問題について調査し検討する。 
 
 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

臨床工学（ＣＥ）とＭＥ機器・システムの安全（渡辺敏編著，コロナ（社），２００６） 
生体用センサと計測装置（山越憲一, 戸川達夫共著，コロナ（社），２００６） 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（生体計測学） 真茅 孝志 4 Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

生体計測には、心電図のように電気現象を記録するものや、血圧測定のように物理現象をセンサやトランス

デューサで電気信号に変換し記録するものがあげられる。また、超音波診断装置や核磁気共鳴装置などの装

置を用いた画像診断、ならびに血液や尿など生体由来の検体を対象とした化学量の分析も生体計測に含まれ

る。さまざまな生体計測技術が、保健、医療の場における疾病の予防、診断にとどまらず、治療の際にも活

用されている。本特論では、生体計測の技術について、基本原理、計測装置の構成、臨床応用などを詳細に

調査し、理解することを目標とする。 
 

到達目標（ ）

１）生体計測装置について、その原理と装置構成を詳細に説明できる。 
２）生体計測技術が、現在までの間にどのような進歩を遂げてきたかを解説できる。 
３）生体計測技術の問題点を取り上げ、その解決法について考察することができる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

生体計測装置の中から各自の得意とするものを 1つ選び、①原理、②装置構成、③計測で得られるデータの
評価について成書や文献を調査し、詳しくまとめる。その際、成書や文献から引用した箇所は、必ず 
レポートの最後に参考文献として明記すること。 
 

第２回レポート課題

第１回のレポートで取り上げた生体計測技術が、開発初期から現在までの間にどのように改良され、進歩し

てきたのかを成書や文献を調査し、記述する。とくに生体計測技術の基盤となったインパクトの高い英文論

文を収集、精読し、その内容についても記述すること。 
 

第３回レポート課題

第１回のレポートで取り上げた生体計測技術について、誤差要因などの問題点を成書や文献から調査する。

また調査結果をもとに、生体計測技術に潜む問題点について、その対策法や解決法を自らの考察を交えて記

述する。 
 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

臨床工学シリーズ 13 生体計測学（金井寛 他 著，コロナ社，2009） 
 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（生体計測学） 真茅 孝志 4 Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

生体計測には、心電図のように電気現象を記録するものや、血圧測定のように物理現象をセンサやトランス

デューサで電気信号に変換し記録するものがあげられる。また、超音波診断装置や核磁気共鳴装置などの装

置を用いた画像診断、ならびに血液や尿など生体由来の検体を対象とした化学量の分析も生体計測に含まれ

る。さまざまな生体計測技術が、保健、医療の場における疾病の予防、診断にとどまらず、治療の際にも活

用されている。本特論では、生体計測の技術について、基本原理、計測装置の構成、臨床応用などを詳細に

調査し、理解することを目標とする。 
 

到達目標（ ）

１）生体計測装置について、その原理と装置構成を詳細に説明できる。 
２）生体計測技術が、現在までの間にどのような進歩を遂げてきたかを解説できる。 
３）生体計測技術の問題点を取り上げ、その解決法について考察することができる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

生体計測装置の中から各自の得意とするものを 1つ選び、①原理、②装置構成、③計測で得られるデータの
評価について成書や文献を調査し、詳しくまとめる。その際、成書や文献から引用した箇所は、必ず 
レポートの最後に参考文献として明記すること。 
 

第２回レポート課題

第１回のレポートで取り上げた生体計測技術が、開発初期から現在までの間にどのように改良され、進歩し

てきたのかを成書や文献を調査し、記述する。とくに生体計測技術の基盤となったインパクトの高い英文論

文を収集、精読し、その内容についても記述すること。 
 

第３回レポート課題

第１回のレポートで取り上げた生体計測技術について、誤差要因などの問題点を成書や文献から調査する。

また調査結果をもとに、生体計測技術に潜む問題点について、その対策法や解決法を自らの考察を交えて記

述する。 
 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

臨床工学シリーズ 13 生体計測学（金井寛 他 著，コロナ社，2009） 
 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（医用治療機器学） 右田 平八 4 Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医用治療機器学では、臨床利用されている医用治療機器の原理・構造・治療条件・操作法等について基本的概念を

習得する。また医用治療機器は、効果と同時に安全性が優先されることから、運用上での落とし穴や、不具合が生

じた場合の発見方法、緊急時を含む対処方法を、保守点検方法を理解する。本特論では、医用治療機器の技術につ

いて、基本原理、計測装置の構成、臨床応用などを詳細に調査し、理解することを目標とする。 
 
 
 

到達目標（ ）

1）医用治療機器の作用と治療効果を説明できる。 
2）医用治療機器の原理・構造を説明できる。 
3）医用治療機器の取扱と注意点を列挙し説明できる。 
4）医用治療機器の保守管理について説明できる。 
5）医用治療機器の問題点を取り上げ、その解決法について考察することができる。 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

医用治療機器の中から各自の得意とするものを 1つ選び、①原理、②装置構成、③計測で得られるデータの評価に
ついて成書や文献を調査し、詳しくまとめる。その際、成書や文献から引用した箇所は、必ずレポートの最後に参

考文献として明記すること。 
 

第２回レポート課題

第１回のレポートで取り上げた医用治療機器が、開発初期から現在までの間にどのように改良され、進歩し

てきたのかを成書や文献を調査し、記述する。とくに治療機器技術の基盤となったインパクトの高い英文論

文を収集、精読し、その内容についても記述すること。 
 

第３回レポート課題

第１回のレポートで取り上げた医用治療機器について、精度誤差要因や医療事故などの問題点を成書や文献

から調査する。また調査結果をもとに、医用地用機器に潜む問題点について、その対策法や解決法を自らの

考察を交えて記述する。 
 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

臨床工学 プラクティカル・フルコース（編集 川崎忠行）メジカルビュー社 【ISBN978-4-7583-1494-7】 
 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（生体機能代行装置学） 吉武 重徳 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

生体機能代行装置学分野 
受講生は、人体の持つ生理的機能を医療機器を通して補い、代行することで、ＱＯＬの改善が望めることが大きな

利点であると共に、各臓器を完全に代行するには至らないための欠点が現時点では存在することを認識する。また

その対面には、移植医療というのが存在することを理解する。 
 
 
 

到達目標（ ）

ここでは、生体機能代行装置についての総論として、関連文献（英語）を通読し、その歴史的背景から、現在、未

来からの観点より、臨床工学技士というプロフェッショナルとしてどうあるべきなのかを、学習していく。 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定の英文論文を、抄読し、臓器機能についてまとめ、検討した結果を提出 
 
 
 

第２回レポート課題

ひとつの主要臓器の機能代行が、QOLにあたえるインパクトについて、英文論文を参考に検討した結果を提
出。 
 
 

第３回レポート課題

主要臓器障害とリンクした機能代行が、個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトについて、英文

論文を参考に検討した結果を提出。 
 
 
 

テキスト

特に指定テキストはありません。

 
 

参考書・参考資料等

適宜、参考文献を送付・提示します。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅳ（生体機能代行装置学） 吉武 重徳 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

生体機能代行装置学分野 
受講生は、人体の持つ生理的機能を医療機器を通して補い、代行することで、ＱＯＬの改善が望めることが大きな

利点であると共に、各臓器を完全に代行するには至らないための欠点が現時点では存在することを認識する。また

その対面には、移植医療というのが存在することを理解する。 
 
 
 

到達目標（ ）

ここでは、生体機能代行装置についての総論として、関連文献（英語）を通読し、その歴史的背景から、現在、未

来からの観点より、臨床工学技士というプロフェッショナルとしてどうあるべきなのかを、学習していく。 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定の英文論文を、抄読し、臓器機能についてまとめ、検討した結果を提出 
 
 
 

第２回レポート課題

ひとつの主要臓器の機能代行が、QOLにあたえるインパクトについて、英文論文を参考に検討した結果を提
出。 
 
 

第３回レポート課題

主要臓器障害とリンクした機能代行が、個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトについて、英文

論文を参考に検討した結果を提出。 
 
 
 

テキスト

特に指定テキストはありません。

 
 

参考書・参考資料等

適宜、参考文献を送付・提示します。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅴ（分子細胞病理学） 大野 英治 ４ Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

癌の治療は早期発見・早期治療に尽きる。癌の早期発見に威力を発揮している細胞診の基礎となる臨床腫瘍学を理

解させ、さらに癌幹細胞の生物学的特性につき解説を加える。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

癌の分子生物学的特性に対する理解を深め、特に癌幹細胞研究への取り組みを学ぶ。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

関連の英論文を抄読し、癌と遺伝子の関係についてまとめる。 
 
 
 

第２回レポート課題

関連の英論文を抄読し、癌と細胞周期の関係についてまとめる。 
 
 
 

第３回レポート課題

関連の英論文を抄読し、癌幹細胞についてまとめる。 
 
 
 
 

テキスト

原則的にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて参考文献を指示します。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅴ（細胞生理学） 大野 節代 ４ Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

ES・iPS細胞について学び、移植後のがん化阻止に対する研究手法を習得する。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

ES・iPS細胞の移植医療への貢献と問題点について理解する。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

関連の英論文を抄読しES・iPS細胞の分子生物学的特性についてまとめる。 
 
 
 

第２回レポート課題

ES・iPS細胞の分化誘導について関連の英論文を参照し、まとめる。 
 
 
 

第３回レポート課題

iPS細胞のがん化について関連の英論文を参照し、まとめる。 
 
 
 
 

テキスト

原則的にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて参考文献を指示します。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学特論Ⅴ（細胞生理学） 大野 節代 ４ Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

ES・iPS細胞について学び、移植後のがん化阻止に対する研究手法を習得する。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

ES・iPS細胞の移植医療への貢献と問題点について理解する。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

関連の英論文を抄読しES・iPS細胞の分子生物学的特性についてまとめる。 
 
 
 

第２回レポート課題

ES・iPS細胞の分化誘導について関連の英論文を参照し、まとめる。 
 
 
 

第３回レポート課題

iPS細胞のがん化について関連の英論文を参照し、まとめる。 
 
 
 
 

テキスト

原則的にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて参考文献を指示します。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
 

- 39 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（小児発達学） 内勢 美絵子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

【概要】本講義では、発達に凸凹のある子どもの特性・発達と環境（人的・物理的）、治療・援助について、テキストを

熟読し、さらに当事者による「生」の情報を得ることで、発達障害は発達するということ、そのためにどのような発達援

助を実践して行けばよいのかについて学習する。

【一般目標（ ）】発達障害への理解を深めることにより、発達援助の実践を重ね、また当事者や家族が自分で、安価に、

自宅でできる療育・養生のコツを考案するための基礎をつくることができる。

 
到達目標（ ）

１）発達障害は発達することについて説明できる。 
２）発達障害の二次障害について説明できる。 
３）問題行動への対処－「未熟な自己流治療法」という視点について説明できる。 
４）発達障害と教育・しつけについて説明できる。 
５）治療に結びつけるための診断とは何かについて説明できる。 
６）一次障害は治せるのか？について説明できる。 
７）養生のコツをつかむコツ、EBMと代替療法について説明できる。 
８）当事者の教示する「生」の情報について説明できる。 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

【 】１）～４）

テキスト『発達障害は治りますか？』の第 章～第４章をまとめ、関連文献も参照しながら発達障害について論述する。

第２回レポート課題

【 】１）～８）のいずれか一つ

発達障害に関する英語論文を一つ選択し、その内容を要約する（英語論文は添付ファイルとして提出するか、コピーを郵送する）。

第３回レポート課題

【 】５）～８）

テキスト『発達障害は治りますか？』の第５章～あとがきをまとめ、関連文献、当事者の自叙伝等も参照しながら発達

障害に対する発達援助について論述する。

 
テキスト

神田橋條治他：発達障害は治りますか？．花風社，

 
参考書・参考資料等

神田橋條治 追補精神科診断面接のコツ．岩崎学術出版社，  
神田橋條治：改訂精神科養生のコツ．岩崎学術出版社，

藤家寛子：他の誰かになりたかった．花風社，

小道モコ：あたし研究．クリエイツかもがわ，

小道モコ：あたし研究Ⅱ．クリエイツかもがわ，

東田直樹：自閉症の僕が飛び跳ねる理由．エスコアール，

こより：支援者なくとも、自閉っ子は育つ 親子でラクになる のヒント．花風社，

栗本啓介：人間脳の根っこを育てる 進化の過程をたどる発達の近道．花風社，

 
学生に対する評価

回のレポート合格と科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（認知症学） 小川 敬之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

近年、医学診断の技術や検査機器の進歩により一昔前まで単純に「認知症」といわれていた疾患が、アル

ツハイマー型認知症、脳血管性認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症など脳機能低下の局在性に

ともなう特異な症候を呈することがわかってきた。そうした最近の知見をもとに臨床場面で遭遇することの

多い認知症のタイプ別の症候について理解する。また、自分が臨床などで関わりを持った認知症の症候の整

理も行っていく。 
 
 

到達目標（ ）

1）治療が難しい認知症の代表病型（アルツハイマー型、脳血管性、レビー小体型、前頭側頭型）について理解
できる。 

2）海外の認知症のリハビリテーションやケアなど医療・福祉についての取り組みについて理解できる。 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

アルツハイマー型認知症と前頭側頭型認知症の症候について整理する

 
 

第２回レポート課題

脳血管性認知症とレビー小体型認知症の症候について整理する

 
 

第３回レポート課題

指定論文（英文テキストの和訳、後ほど配布）

 
 
 

テキスト

痴呆の症候学 神経心理学コレクション 田邉 敬貴

血管性認知症―遂行機能と社会適応能力の障害目黒 謙一

 
参考書・参考資料等

認知症 ～新しい理解と対応の考え方～、本間昭、木之下徹、日本医事新報社

アルツハイマー型認知症の諸問題を再考する、老年精神医学雑誌、 増刊号Ⅰ

老年期認知症ナビゲーター、平井俊策、メディカルビュー社

認知症の作業療法、小川敬之・竹田徳則、医歯薬出版株式会社

痴呆老人からみた世界、小澤勲、岩波学術出版 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（認知症学） 小川 敬之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

近年、医学診断の技術や検査機器の進歩により一昔前まで単純に「認知症」といわれていた疾患が、アル

ツハイマー型認知症、脳血管性認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭型認知症など脳機能低下の局在性に

ともなう特異な症候を呈することがわかってきた。そうした最近の知見をもとに臨床場面で遭遇することの

多い認知症のタイプ別の症候について理解する。また、自分が臨床などで関わりを持った認知症の症候の整

理も行っていく。 
 
 

到達目標（ ）

1）治療が難しい認知症の代表病型（アルツハイマー型、脳血管性、レビー小体型、前頭側頭型）について理解
できる。 

2）海外の認知症のリハビリテーションやケアなど医療・福祉についての取り組みについて理解できる。 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

アルツハイマー型認知症と前頭側頭型認知症の症候について整理する

 
 

第２回レポート課題

脳血管性認知症とレビー小体型認知症の症候について整理する

 
 

第３回レポート課題

指定論文（英文テキストの和訳、後ほど配布）

 
 
 

テキスト

痴呆の症候学 神経心理学コレクション 田邉 敬貴

血管性認知症―遂行機能と社会適応能力の障害目黒 謙一

 
参考書・参考資料等

認知症 ～新しい理解と対応の考え方～、本間昭、木之下徹、日本医事新報社

アルツハイマー型認知症の諸問題を再考する、老年精神医学雑誌、 増刊号Ⅰ

老年期認知症ナビゲーター、平井俊策、メディカルビュー社

認知症の作業療法、小川敬之・竹田徳則、医歯薬出版株式会社

痴呆老人からみた世界、小澤勲、岩波学術出版 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（運動学） 立石 修康 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

※概要

本講義は保健医療技術特論Ⅰ（運動学分野）において，主に言葉で理解した骨筋系の運動学についての

知見を深め，視覚的に表現して明確化することを目的とする．具体的には，技術特論Ⅰで作成したレポー

トを元に，これを解説するための解りやすい文章とイラストを作成する．

※

学習者は，骨筋系の運動学的知見を深め，イラスト化する事でさらに明確化することができる．患者や

学生等，説明を必要とする対象者に対して，必要に応じたイラストをその場で作画し説明する事ができる． 
 

到達目標（ ）

）学習者は上肢における骨と関節構造と運動の関係を理解し，患者や学生に対して説明可能なイラストを

作る事ができる．

）学習者は上肢における骨と関節構造と運動の関係を理解し，患者や学生に対して説明可能なイラストを

作る事ができる．

）任意の運動器疾患（傷害）について理解を深め，リハビリテーションのための説明図を作る事ができる．

 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

保健医療技術特論Ⅰ（運動学分野）の第 回レポートを元に，オリジナルイラストを含めた解りやすい解説

書を作りなさい． 
注：イラストは文献のイラストのスキャンイメージを貼付するのではなく，受講者が作成したオリジナルイ

ラストを使用する．イラストは手描きでも を使っても構わない．手描きの場合はそのスキャンイメージ

を添付する． の場合は， を推奨するが，高価なので他のソフトでも構わない． 
第２回レポート課題

保健医療技術特論Ⅰ（運動学分野）の第 回レポートを元に，オリジナルイラストを含めた解りやすい解説

書を作りなさい． 
注：同上 

第３回レポート課題

骨筋系の運動学に関連する英語論文を任意に一つ選択し和訳しなさい．その際，内容を端的に表したイラス

トを作成しなさい． 
注：同上 
 

テキスト

保健医療技術特論Ⅰで使用したものと同じ． 
 
 

参考書・参考資料等

保健医療技術特論Ⅰで紹介したものと同じ． 
 
 
 

学生に対する評価

回のレポートに合格し，科目終了試験において評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（運動処方学） 樋口 博之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

臨床分野では、患者に対し、日常生活への早期回復を目的に、薬処方、リハビリテーション（理学療法・作業療

法）、食事療法などさまざまな処方が行われる。また、完全な回復が困難な病態では、機能低下を防ぐ目的で処方

が行われている。 
運動療法は、運動器（骨、骨格筋、腱、靱帯、関節）への直接的な効果のみならず、認知症の予防・治療にも有

効であると報告されている。しかしながら、ヒトを対象としたエビデンスは少なく、動物実験により運動が運動野

だけでなく、記憶・認知に関連する海馬の活性が報告された段階である。 
本講義では、保健医療技術学特論Ⅰを発展させ、運動処方による効果と可能性について論理的に考えることがで

きるよう学習する。 
 

到達目標（ ）

・高酸素・低酸素環境に対する生理的な反応について理解する 
・転倒の要因について理解を深め、高齢者の転倒予防法について考える 
・運動が認知症の予防に有効であるか? 海外の研究論文からの情報を理解する能力を高める 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

高圧酸素療法と高所トレーニングについてまとめなさい

（ポイント：高所環境では酸素濃度が低くなり、初期に血中酸素飽和度も低下します） 
 

第２回レポート課題

高齢者の転倒について身体機能からみた要因を列挙し、予防法についてまとめなさい

（キーワード：バランス機能、筋力、視機能）  
 

第３回レポート課題

運動（Exercise）と認知症（Dementia）をキーワードとし、PubMedで英語論文を検索し、興味ある英語論文
を全訳しなさい。 
（英語論文は添付ファイルとして提出するか、コピーを郵送して下さい） 

 
 

テキスト

なし

 
 

参考書・参考資料等

（図書）

運動療法ガイド 正しい運動処方を求めて 、井上一・武藤芳照、日本醫事新報社

スポーツ生理学、森谷敏夫・根本勇、朝倉書店

運動処方の指針、アメリカスポーツ医学会、南江堂 
 

学生に対する評価

３回のレポート課題の提出により、科目修了試験を行い、総合評価とする 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（運動処方学） 樋口 博之 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

臨床分野では、患者に対し、日常生活への早期回復を目的に、薬処方、リハビリテーション（理学療法・作業療

法）、食事療法などさまざまな処方が行われる。また、完全な回復が困難な病態では、機能低下を防ぐ目的で処方

が行われている。 
運動療法は、運動器（骨、骨格筋、腱、靱帯、関節）への直接的な効果のみならず、認知症の予防・治療にも有

効であると報告されている。しかしながら、ヒトを対象としたエビデンスは少なく、動物実験により運動が運動野

だけでなく、記憶・認知に関連する海馬の活性が報告された段階である。 
本講義では、保健医療技術学特論Ⅰを発展させ、運動処方による効果と可能性について論理的に考えることがで

きるよう学習する。 
 

到達目標（ ）

・高酸素・低酸素環境に対する生理的な反応について理解する 
・転倒の要因について理解を深め、高齢者の転倒予防法について考える 
・運動が認知症の予防に有効であるか? 海外の研究論文からの情報を理解する能力を高める 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

高圧酸素療法と高所トレーニングについてまとめなさい

（ポイント：高所環境では酸素濃度が低くなり、初期に血中酸素飽和度も低下します） 
 

第２回レポート課題

高齢者の転倒について身体機能からみた要因を列挙し、予防法についてまとめなさい

（キーワード：バランス機能、筋力、視機能）  
 

第３回レポート課題

運動（Exercise）と認知症（Dementia）をキーワードとし、PubMedで英語論文を検索し、興味ある英語論文
を全訳しなさい。 
（英語論文は添付ファイルとして提出するか、コピーを郵送して下さい） 

 
 

テキスト

なし

 
 

参考書・参考資料等

（図書）

運動療法ガイド 正しい運動処方を求めて 、井上一・武藤芳照、日本醫事新報社

スポーツ生理学、森谷敏夫・根本勇、朝倉書店

運動処方の指針、アメリカスポーツ医学会、南江堂 
 

学生に対する評価

３回のレポート課題の提出により、科目修了試験を行い、総合評価とする 
 

- 43 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（作業療法学） 福本 安甫 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

この科目は保健医療技術学特論Ⅰと連動して、修士課程における研究視点の創成を目指して開講するものであり、

本科目の履修を通して研究に必要な「課題の具体化」と「課題解決へのエビデンスづくり」に関する知識を習得す

る。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1）高齢者や障害者の生活とリハビリテーションの関連を説明できる。 
2）生活機能体としてみることで「人と生活」における課題の見つけ方を説明できる。 
3）課題解決におけるエビデンスの意義を説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

高齢者のリハビリテーションにおける課題を取り上げ、その具体的な解決方法をについて記述しなさい．

（高齢者の生活という視点からリハビリテーションの課題を考えることがテーマ。可能ならば手記などを通

して高齢者やその周辺の人々の考えを取り入れながら記述してください）。

第２回レポート課題

興味ある疾患や障害について生活機能障害（ ）の構造化を行い、そこから見えてくる新たな課題を考察

しなさい。

（ の理解と新たな課題発見がテーマ） 
 

第３回レポート課題

中枢神経系疾患のリハビリテーションに関する英語論文を一つ選択し、その要約とともに「課題解決とエビ

デンス」の関係を述べなさい．

（英語論文へのなじみを深めることとエビデンスへの視点づくりがテーマ） 
 
 

テキスト

使用しない。 
 
 

参考書・参考資料等

使用しない。 
 
 
 

学生に対する評価

回レポートの合格と科目修了試験で評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（神経生理学） 吉田 健 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

リハビリテーション領域で関係する脳血管障害では，片麻痺や感覚障害，高次脳機能障害など多彩な症状

を呈し，神経生理学的手法によりそのメカニズムを解明しようとする研究が行われている．本講義では神経

生理学的手法を基にした先行研究より，神経系の構造や機能を理解し，臨床における治療・介入の視点を養

うことを目的とする． 
 
 

到達目標（ ）

（1）中枢神経系の構造と機能について理解し説明できる． 
（2）脳血管障害の臨床像と中枢神経系の関係性について説明できる． 
（3）神経生理学的手法によってどのように検証されているのか説明できる． 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

（1）中枢神経系（主に大脳各領野間のはたらき）の構造と機能について整理する． 
※課題具体的内容や参考文献などは後日指定する． 

 
第２回レポート課題

（2）脳血管障害者における片麻痺，感覚障害と高次脳機能障害（半側空間無視，失行など任意の障害）について

整理する． 
課題具体的内容や参考文献などは後日指定する． 
 

第３回レポート課題

（3）指定論文（英文和訳，実験内容のサマリー作成，論文は後日配布） 
 
 
 

テキスト

（1）カンデル神経科学： （原著）他，金澤一郎（監訳）他，メディカルサイエンスインターナシ

ョナル ： ．

 （ ）プロメテウス解剖学アトラス（第 版）：坂井建雄／河田光博（監訳），医学書院

（ ）シリーズ脳科学 認識と行動の脳科学：甘利俊一監修，田中啓治編，東大出版会

 
 

参考書・参考資料等

姿勢の脳・神経科学−その基礎から臨床まで−：大築立志他（編著），市村出版

リハビリテーションのためのニューロサイエンス：西条寿夫他（監修） メジカルビュー社

脳研究の最前線（上）：脳科学総合研究センター 講談社 倶楽部

 
学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅰ（神経生理学） 吉田 健 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

リハビリテーション領域で関係する脳血管障害では，片麻痺や感覚障害，高次脳機能障害など多彩な症状

を呈し，神経生理学的手法によりそのメカニズムを解明しようとする研究が行われている．本講義では神経

生理学的手法を基にした先行研究より，神経系の構造や機能を理解し，臨床における治療・介入の視点を養

うことを目的とする． 
 
 

到達目標（ ）

（1）中枢神経系の構造と機能について理解し説明できる． 
（2）脳血管障害の臨床像と中枢神経系の関係性について説明できる． 
（3）神経生理学的手法によってどのように検証されているのか説明できる． 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

（1）中枢神経系（主に大脳各領野間のはたらき）の構造と機能について整理する． 
※課題具体的内容や参考文献などは後日指定する． 

 
第２回レポート課題

（2）脳血管障害者における片麻痺，感覚障害と高次脳機能障害（半側空間無視，失行など任意の障害）について

整理する． 
課題具体的内容や参考文献などは後日指定する． 
 

第３回レポート課題

（3）指定論文（英文和訳，実験内容のサマリー作成，論文は後日配布） 
 
 
 

テキスト

（1）カンデル神経科学： （原著）他，金澤一郎（監訳）他，メディカルサイエンスインターナシ

ョナル ： ．

 （ ）プロメテウス解剖学アトラス（第 版）：坂井建雄／河田光博（監訳），医学書院

（ ）シリーズ脳科学 認識と行動の脳科学：甘利俊一監修，田中啓治編，東大出版会

 
 

参考書・参考資料等

姿勢の脳・神経科学−その基礎から臨床まで−：大築立志他（編著），市村出版

リハビリテーションのためのニューロサイエンス：西条寿夫他（監修） メジカルビュー社

脳研究の最前線（上）：脳科学総合研究センター 講談社 倶楽部

 
学生に対する評価

回のレポートに合格し、科目終了試験において評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅱ（言語聴覚障害学） 太田 栄次 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療の世界で最新の情報を入手するためには英語の文献の読解が不可欠である。この講座では、配布する英文で書

かれた論文の読解を通して、医療や言語聴覚療法に関わる内容の英文を正確に読解し、その内容を的確に把握する

訓練を行う。 また、そうした読解にとって欠かせない基本的な専門用語の知識を身につけることも目指す。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

１．基本的な医療系英単語が理解できる。  
２．医療・言語聴覚療法に関する英文を読んで、その内容を理解することができる。  
３．医療・言語聴覚療法に関する英文を読んで、その内容を的確にまとめることができる。  
４．学術的な内容の文章を批判的に考えながら読んでいくことができる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定された英文の論文を読み、その内容をまとめ、さらにその内容を批判的に検討 する。  
 
 
 

第２回レポート課題

指定された英文の論文を読み、その内容をまとめ、さらにその内容を批判的に検討 する。  
 
 
 

第３回レポート課題

指定された英文の論文を読み、その内容をまとめ、さらにその内容を批判的に検討 する。  
 
 
 
 

テキスト

随時指定される文献 
 
 

参考書・参考資料等

随時指定される文献 

 
 

学生に対する評価

３回のレポートの内容と、科目終了試験において評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅱ（聴覚機能学） 倉内 紀子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

聴覚障害領域の最新のトピックの中から人工内耳を取り上げ、研究の歴史、現状、課題、展望について知

識と理解を深める。とくに、小児人工内耳の術前・術後の（リ）ハビリテーションについて学ぶ。

まず、小児人工内耳の意義と課題について整理し、人工内耳の効果に関連する要因の検討を行う。次に、聴

取能力、言語・コミュニケーション能力、発声発話能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析す

る。さらに、英文論文を含めた複数の論文の抄読を通して、研究の動向について考察する。 
 
 

到達目標（ ）

人工内耳の効果に関連する要因について説明できる。 
聴取能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析できる。 
言語・コミュニケーション能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析できる。 
発声発話能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析できる。 
設定したテーマについて、研究の動向を論述することができる。 

 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、小児人工内耳の意義と課題について整理した上で、人工内耳の効

果に関連する要因を検討してください。 
 
 

第２回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、人工内耳埋め込み後の長期成績について聴取能力、言語・コミュ

ニケーション能力、発声発話能力の観点から論述してください。 
 
 

第３回レポート課題

第２回レポートに関連する論文３編（英文論文１編を含む）を読み、研究の動向について論述してください。

選択した論文を郵送または添付してください。（例；人工内耳装用後の聴性行動の評価法に関する研究につ

いて） 
 
 

テキスト

中村公枝他編：標準言語聴覚障害学 聴覚障害学第 版．医学書院， 年， ，

円（税込） 
 

参考書・参考資料等

特集 補聴器と人工内耳－最近の進歩と将来展望． ， 年

 
 

学生に対する評価

レポート課題（ 回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅱ（聴覚機能学） 倉内 紀子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

聴覚障害領域の最新のトピックの中から人工内耳を取り上げ、研究の歴史、現状、課題、展望について知

識と理解を深める。とくに、小児人工内耳の術前・術後の（リ）ハビリテーションについて学ぶ。

まず、小児人工内耳の意義と課題について整理し、人工内耳の効果に関連する要因の検討を行う。次に、聴

取能力、言語・コミュニケーション能力、発声発話能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析す

る。さらに、英文論文を含めた複数の論文の抄読を通して、研究の動向について考察する。 
 
 

到達目標（ ）

人工内耳の効果に関連する要因について説明できる。 
聴取能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析できる。 
言語・コミュニケーション能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析できる。 
発声発話能力の観点から、人工内耳埋め込み後の長期成績を分析できる。 
設定したテーマについて、研究の動向を論述することができる。 

 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、小児人工内耳の意義と課題について整理した上で、人工内耳の効

果に関連する要因を検討してください。 
 
 

第２回レポート課題

テキストおよび関連資料・論文を参照し、人工内耳埋め込み後の長期成績について聴取能力、言語・コミュ

ニケーション能力、発声発話能力の観点から論述してください。 
 
 

第３回レポート課題

第２回レポートに関連する論文３編（英文論文１編を含む）を読み、研究の動向について論述してください。

選択した論文を郵送または添付してください。（例；人工内耳装用後の聴性行動の評価法に関する研究につ

いて） 
 
 

テキスト

中村公枝他編：標準言語聴覚障害学 聴覚障害学第 版．医学書院， 年， ，

円（税込） 
 

参考書・参考資料等

特集 補聴器と人工内耳－最近の進歩と将来展望． ， 年

 
 

学生に対する評価

レポート課題（ 回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅱ（言語発達障害学） 長嶋 比奈美 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児の言語聴覚障害のうち、言語発達障害を取り上げ、仮説・検証のプロセスに基づく科学的臨床の視点を

養う。具体的には、言語発達障害（脳性麻痺、知的障害、学習障害、注意欠如･多動性障害、特異的言語発達

障害、自閉症スペクトラム）の中から自分の研究テーマの障害を選択し歴史的背景と現状を整理した上で、最

新の情報を踏まえて、評価・診断、治療・訓練の新しい概念や方法論について理解を深める。 
 
 
 

到達目標（ ）

１）自分の研究テーマに関連する文献を検索・整理・精読できる。 
２）最新の情報（過去５年間）を正しく整理し、自分の研究に応用できるようになる。 
３）自分の研究テーマについて、確実に論述できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

・自分の研究テーマの障害について、最新の情報（過去５年間）を踏まえて、症状・特徴、原因について

要点をまとめなさい。

 
第２回レポート課題

・自分の研究テーマの障害について、最新の情報（過去５年間）を踏まえて、評価、訓練計画について要

点をまとめなさい

 
第３回レポート課題

・自分の研究テーマの障害について、最新の情報（過去５年間）を踏まえて、主要な訓練方法について基

本的な考え方と具体的方法について比較し、自分の考えを述べなさい。

 
 

テキスト

・特に指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

・必要に応じて随時紹介する。

 
 
 

学生に対する評価

・レポート課題（3 回）合格後、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅱ（摂食・嚥下機能学） 中村 真理子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

「保健医療技術特論 II」において修得した知識をもとに，摂食・嚥下障害についての治療・訓練について理解を深
めること，ならびに摂食・嚥下障害について最新の知見が収集できるようになることが本講座の目的である。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1) 摂食・嚥下障害リハビリテーションの進め方の概念を理解できる。 
2) 摂食・嚥下障害の治療の現状を理解し，問題点が抽出できる。 
3) 自身が設定したテーマに関する論文精読を行い，研究の動向が説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

摂食嚥下リハビリテーションと口腔機能の関係について 
 
 
 

第２回レポート課題

高齢者の摂食・嚥下機能と認知症の関係について 
 
 
 

第３回レポート課題

論文（英文テキスト）をA4 1枚に内容をまとめること。 
 
 
 
 

テキスト

森戸光彦著「老年歯科医学」医歯薬出版 
 
 

参考書・参考資料等

下山和弘著「基礎からわかる高齢者の口腔健康管理」医歯薬出版 
佐藤雅昭著「なぜあなたは論文が書けないのか」メディカルレビュー社 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し，科目終了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅱ（摂食・嚥下機能学） 中村 真理子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

「保健医療技術特論 II」において修得した知識をもとに，摂食・嚥下障害についての治療・訓練について理解を深
めること，ならびに摂食・嚥下障害について最新の知見が収集できるようになることが本講座の目的である。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1) 摂食・嚥下障害リハビリテーションの進め方の概念を理解できる。 
2) 摂食・嚥下障害の治療の現状を理解し，問題点が抽出できる。 
3) 自身が設定したテーマに関する論文精読を行い，研究の動向が説明できる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

摂食嚥下リハビリテーションと口腔機能の関係について 
 
 
 

第２回レポート課題

高齢者の摂食・嚥下機能と認知症の関係について 
 
 
 

第３回レポート課題

論文（英文テキスト）をA4 1枚に内容をまとめること。 
 
 
 
 

テキスト

森戸光彦著「老年歯科医学」医歯薬出版 
 
 

参考書・参考資料等

下山和弘著「基礎からわかる高齢者の口腔健康管理」医歯薬出版 
佐藤雅昭著「なぜあなたは論文が書けないのか」メディカルレビュー社 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し，科目終了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅱ（構音・高次脳機能学） 原 修一 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

言語・高次脳機能障害の領域よりテーマを選択し、関連する文献を検索・精読・整理し、各自の研究テーマに関す

る理解を深める。また、文献にて用いられている研究手法や分析法を検討し、各自の研究デザインや分析方法のイ

メージ作り・確立をはかる。 
 
 
 

到達目標（ ）

１．各自の研究テーマに関連する文献を検索・精読・整理できる。 
２．文献内の研究手法や分析法を検討し、各自の研究デザインや分析方法のイメージ作りができる。 
３．テーマに関連する学術雑誌は日常的に検索できる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

自分のテーマに関連する論文や専門書を精読し、本邦における研究の現状についてまとめなさい。 
 
 
 

第２回レポート課題

自分のテーマに関連する英語論文を 3編以上精読し、研究の現状をまとめなさい。また、第 1回レポート課題にて
精読した論文を含む各論文の調査・実験・分析方法を比較し、その利点・欠点について考察しなさい。  
 
 

第３回レポート課題

第 1回、第 2回の課題をふまえた上で、受講者自身の研究テーマと研究目的、研究デザインや今後の展望について
まとめなさい。  
 
 
 

テキスト

特に指定はありませんが、レポート課題では下記参考文献を利用してください。 
 
 

参考書・参考資料等

草間 悟(著)：勉強・研究・発表の技法．南江堂． 
福井次矢：臨床研究マスターブック. 医学書院. 
Riegelman RK 他 (編)：医学論文を読む―臨床医に必要な統計学の基礎. メディカルサイエンスインターナショ
ナル． 
古谷野 亘 他(著)：実証研究の手引き―調査と実験の進め方・まとめ方．ワールドプランニング． 
 

学生に対する評価

レポート 3回合格し、かつ科目修了試験において評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅲ（視能解剖学） 川野 純一 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本科目では、保健医療技術学特論Ⅲの基礎のもとに、より実践的な学習を行う。

最新の視能解剖学的話題についての文献のなかから、職場の課題に最も関連したものを選び、これを批

判的に読んで議論を行う。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

特定の視覚に関する構造と機能について自分自身のことばで説明ができる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

英文文献の全訳と、その内容に関する議論を行う。 
 
 
 

第２回レポート課題

英文文献の全訳と、その内容に関する議論を行う。 
 
 
 

第３回レポート課題

英文文献の全訳と、その内容に関する議論を行う。 
 
 
 
 

テキスト

担当教員と話し合って決める英文文献 
 
 

参考書・参考資料等

指定しない。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅲ（視能解剖学） 川野 純一 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本科目では、保健医療技術学特論Ⅲの基礎のもとに、より実践的な学習を行う。

最新の視能解剖学的話題についての文献のなかから、職場の課題に最も関連したものを選び、これを批

判的に読んで議論を行う。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

特定の視覚に関する構造と機能について自分自身のことばで説明ができる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

英文文献の全訳と、その内容に関する議論を行う。 
 
 
 

第２回レポート課題

英文文献の全訳と、その内容に関する議論を行う。 
 
 
 

第３回レポート課題

英文文献の全訳と、その内容に関する議論を行う。 
 
 
 
 

テキスト

担当教員と話し合って決める英文文献 
 
 

参考書・参考資料等

指定しない。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅲ（視能学） 沼田 公子 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

斜視・弱視・眼球運動障害による視能障害からテーマを選択し、関連する専門書、論文を精読して当該領

野の現状を理解する。更に論文精読を通じて表現能力を養い、研究手法・分析方法などについて知識を深め

るとともに自分の研究テーマのデザインの確立をはかる。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1）専門書、論文を読み、その要旨をまとめることができる。 
2）専門書、論文から自身の研究に必要な知識を得ることができる。 
3）自身の研究に関連する領野の現状を把握し、研究を進めるにあたって障害となる問題点を抽出し、その対策を
たてることができる。 
4）1・2回のレポートから自身の研究テーマの意義・目的・実験方法・分析方法のデザインをまとめることができ
る。 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

自身の研究テーマに関連する専門書・論文を精読し、その領野の現状についてまとめなさい。

※レポート提出の際、論文を併せて提出すること。 
 
 

第２回レポート課題

自身の研究テーマに関連する英文論文の和訳を 編行い、第 回のレポートで精読した論文を含め、その

領野の問題点について考察しなさい。

※レポート提出の際、論文を併せて提出すること。 
 

第３回レポート課題

第 ・ 回のレポートで得た知識を基に、自身の研究テーマの意義・目的・実験方法・分析方法など研究

デザインの展望を述べなさい。

 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

指定しない 
 
 
 

学生に対する評価

回のレポートの評価および科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（人工臓器学） 丹下 佳洋 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

人工臓器学分野について、具体的な例を挙げながら理解する。

高度化する人工臓器の具体的使用例を調査し、その問題点、今後のあるべき姿について考察する。 
文献検索方法およびレポートへの標記方法について習得できる。 
英文による抄録が記述できる。 
 

 
到達目標（ ）

各テーマ（毎回のレポートテーマ）について、以下の項目が説明できる。 
１．対象とする人工臓器の構造

２．全体のシステム

３．使用方法・期間

４．社会保険制度

５．患者数などの統計情報

６．患者を取り巻く環境なども含めた課題・問題点 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

人工呼吸器について調査、記述しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英

文 以内で作成すること。引用文献は和文誌および英文誌から引用すること。文献管理ソフトを

使用してもよい。

 
第２回レポート課題

人工心臓について調査、記述しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文

以内で作成すること。引用文献は和文誌および英文誌から引用すること。文献管理ソフトを使

用してもよい。

 
第３回レポート課題

人工腎臓について調査、記述しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文

以内で作成すること。引用文献は和文誌および英文誌から引用すること。文献管理ソフトを使

用してもよい。

 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（人工臓器学） 丹下 佳洋 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

人工臓器学分野について、具体的な例を挙げながら理解する。

高度化する人工臓器の具体的使用例を調査し、その問題点、今後のあるべき姿について考察する。 
文献検索方法およびレポートへの標記方法について習得できる。 
英文による抄録が記述できる。 
 

 
到達目標（ ）

各テーマ（毎回のレポートテーマ）について、以下の項目が説明できる。 
１．対象とする人工臓器の構造

２．全体のシステム

３．使用方法・期間

４．社会保険制度

５．患者数などの統計情報

６．患者を取り巻く環境なども含めた課題・問題点 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

人工呼吸器について調査、記述しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英

文 以内で作成すること。引用文献は和文誌および英文誌から引用すること。文献管理ソフトを

使用してもよい。

 
第２回レポート課題

人工心臓について調査、記述しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文

以内で作成すること。引用文献は和文誌および英文誌から引用すること。文献管理ソフトを使

用してもよい。

 
第３回レポート課題

人工腎臓について調査、記述しなさい。レポートの最初のページに課題レポートのアブストラクトを英文

以内で作成すること。引用文献は和文誌および英文誌から引用すること。文献管理ソフトを使

用してもよい。

 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（医療機器安全管理学） 戸畑 裕志 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療において診断監視装置、治療機器などの医療機器の進歩はめざましいものがあり治療効果をあげている。こ

れらの医療機器は、各々単独で使用する場合は、安全性に関する問題点はないものの、複合的に使用すると 
干渉を起こし、トラブルが発生し最悪の場合は患者へ被害を与えることとなる。安全に使用するためには、それぞ

れの機器、使用環境などをシステムとして検討する必要がある。本演習では、まず医療機器を使用する上での機器

固有の問題点について掘り下げ、機器の安全な設計および安全使用の指導について検討するなかでシステムとして

の安全対策について習得する。 
 

到達目標（ ）

1) 診断監視装置の特性・安全対策について説明できる。 
2) 治療装置の特性（各種エネルギーと生体反応）について説明できる。 
3) 各種エネルギーに対する安全性を説明できる。 
4) 医療機器の組み合わせ使用による安全性について説明できる。 
5) システム安全のために分析方法について習得する。 

 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

診断監視装置（心電・心電図モニタ、血圧モニタ、体温モニタ、パルスオキシメータ、カプノメータ、超音波

診断装置）より、１つ選び機器の特性・安全性について検討する。 
 
 

第２回レポート課題

治療用装置（心臓ペースメーカ、除細動装置、大動脈内ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ装置、電機メス、個人用透析装置、人

工呼吸器、レーザ手術装置、超音波メス、麻酔器、吸引装置、輸液ポンプ）より、１つ選び機器の特性・安全

性について検討する 
 

第３回レポート課題

医療機器を使用する際のシステム安全にてついての分析手法、評価方法について検討する。 
 
 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

1．人は誰でも間違える：L.ｺｰﾝ/J.ｺﾘｶﾞﾝ/M.ﾄﾞﾅﾙﾄﾞｿﾝ編、医学ジャーナリスト協会訳、日本評論社、2002 
2．失敗学の法則：畑村洋太郎，文藝春秋,2005 
3．だから失敗は起こる：畑村洋太郎、日本放送出版協会、2006 
 

学生に対する評価

3 回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（生体計測学） 真茅 孝志 4 Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

生体計測では、物理量や化学量を電気信号に変換する各種トランスデューサやセンサが用いられる。なお生体計測

の精度は、トランスデューサやセンサの精度に左右され、これらの理解は生体計測を行う上で重要となる。本演習

では、各種トランスデューサやセンサに着目し、その原理や構造について詳細な調査を行い、理解を深めることを

目的とする。また保健、医療分野への活用例から今後の展望について考察する。 
 
 
 

到達目標（ ）

１）トランスデューサ、センサについて、その原理、構造を詳細に説明できる。 
２）トランスデューサ、センサが有する問題点を取り上げ、その対策法を解説できる。 
３）保健、医療におけるトランスデューサ、センサの活用例を挙げることができ、今後の展望について考察するこ

とができる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

変位、力の計測に用いられるトランスデューサ、センサの中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成

書や文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、

その内容とともに、自らの考察を交えて記述する。 
第２回レポート課題

流量、流速、温度の計測に用いられるトランスデューサ、センサの中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成

書や文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、

その内容とともに、自らの考察を交えて記述する。 
第３回レポート課題

化学量（例えば血液や尿中に含まれる成分）を計測するセンサの中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成

書や文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、

その内容とともに、自らの考察を交えて記述する。 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

生体用センサと計測装置（山越憲一，戸川達男 共著，コロナ社，2009） 
 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（生体計測学） 真茅 孝志 4 Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

生体計測では、物理量や化学量を電気信号に変換する各種トランスデューサやセンサが用いられる。なお生体計測

の精度は、トランスデューサやセンサの精度に左右され、これらの理解は生体計測を行う上で重要となる。本演習

では、各種トランスデューサやセンサに着目し、その原理や構造について詳細な調査を行い、理解を深めることを

目的とする。また保健、医療分野への活用例から今後の展望について考察する。 
 
 
 

到達目標（ ）

１）トランスデューサ、センサについて、その原理、構造を詳細に説明できる。 
２）トランスデューサ、センサが有する問題点を取り上げ、その対策法を解説できる。 
３）保健、医療におけるトランスデューサ、センサの活用例を挙げることができ、今後の展望について考察するこ

とができる。 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

変位、力の計測に用いられるトランスデューサ、センサの中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成

書や文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、

その内容とともに、自らの考察を交えて記述する。 
第２回レポート課題

流量、流速、温度の計測に用いられるトランスデューサ、センサの中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成

書や文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、

その内容とともに、自らの考察を交えて記述する。 
第３回レポート課題

化学量（例えば血液や尿中に含まれる成分）を計測するセンサの中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成

書や文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、

その内容とともに、自らの考察を交えて記述する。 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

生体用センサと計測装置（山越憲一，戸川達男 共著，コロナ社，2009） 
 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（医用治療機器学） 右田 平八 4 Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医用治療機器では、機能不全に陥った患者の「呼吸」、「循環」、「代謝」を一部代替して治療が行われる。本演習で

は、「呼吸」、「循環」、「代謝」に関連する治療機器を選択し、臓器別の解剖、生理を基盤として、治療機器の原理、

ならびにそれらの有用性と適応疾患に関する知識を深めることを目的とする。また保健、医療分野への活用例から

今後の展望について考察する。 
 
 
 

到達目標（ ）

１）医用治療機器について、その原理、構造を詳細に説明できる。 
２）医用治療機器が有する問題点を取り上げ、その対策法を解説できる。 
３）保健、医療における医用治療機器の活用例を挙げることができ、今後の展望について考察することができる。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

医用治療機器の中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成書や

文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、その内容と

ともに、自らの考察を交えて記述する。 
第２回レポート課題

「呼吸」、「循環」、「代謝」の治療に用いられる医用治療機器の中から 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成書や

文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、その内容と

ともに、自らの考察を交えて記述する。 
第３回レポート課題

第 2回のレポートで取り上げた医用治療機器の安全機構（fail safe または foolproof ）について 1つ選び、 
①『原理、構造』、②『問題点とその対策』、③『保健、医療における活用例』、④『今後の展望』について成書や

文献を調査し、詳しくまとめる。なお『④今後の展望』については、関連する英文報告の収集を行い、その内容と

ともに、自らの考察を交えて記述する。 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

ME の基礎知識と安全管理  改訂第 6 版 (監修  日本生体医工学会 ME 技術教育委員会 ) 南江堂

ISBN978-4-524-26959 
 
 

学生に対する評価

３回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（生体機能代行措置学） 吉武 重徳 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

受講生は、生体機能代行装置学の総論的なことを十分に把握していることを前提に、科学的に事象を分析して、客

観的に批評できるような思考を形成することを目標とする。臨床工学技士として得意な生体機能代行装置（ひとつ

または、複数可能）に関して、立案、データ収集、結果作成、考察までの一連の流れを参考英語論文等を通読、精

読して、その手技を学習することを目標とする。 
 
 
 

到達目標（ ）

論文等を通読、精読するなかで、論文に対して、評価し議論でき、批判的評価を習得するように研鑽する。 
最終的には、医療の臨床現場の中で、臨床工学技士という個々のまた、集団としてのプロフェッショナル性を確立

する。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定の英文論文を、抄読し、臓器機能代行についてまとめ、検討した結果を提出。 
 
 
 

第２回レポート課題

ひとつの主要臓器の機能代行が、QOLにあたえるインパクトについて、英文論文を参考に検討して、指定論
文中の方法、結果の導入について評価し検討した結果を提出。 
 
 

第３回レポート課題

主要臓器障害とリンクした機能代行が、個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトについて、英文

論文を方法、結果を精読して、考察の部分について評価し検討した結果を提出。  
 
 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

適宜、指定した論文を提示します。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅳ（生体機能代行措置学） 吉武 重徳 4 T 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

受講生は、生体機能代行装置学の総論的なことを十分に把握していることを前提に、科学的に事象を分析して、客

観的に批評できるような思考を形成することを目標とする。臨床工学技士として得意な生体機能代行装置（ひとつ

または、複数可能）に関して、立案、データ収集、結果作成、考察までの一連の流れを参考英語論文等を通読、精

読して、その手技を学習することを目標とする。 
 
 
 

到達目標（ ）

論文等を通読、精読するなかで、論文に対して、評価し議論でき、批判的評価を習得するように研鑽する。 
最終的には、医療の臨床現場の中で、臨床工学技士という個々のまた、集団としてのプロフェッショナル性を確立

する。 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定の英文論文を、抄読し、臓器機能代行についてまとめ、検討した結果を提出。 
 
 
 

第２回レポート課題

ひとつの主要臓器の機能代行が、QOLにあたえるインパクトについて、英文論文を参考に検討して、指定論
文中の方法、結果の導入について評価し検討した結果を提出。 
 
 

第３回レポート課題

主要臓器障害とリンクした機能代行が、個人、家族、社会、医療経済にあたえるインパクトについて、英文

論文を方法、結果を精読して、考察の部分について評価し検討した結果を提出。  
 
 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

適宜、指定した論文を提示します。 
 
 
 

学生に対する評価

3回のレポートに合格し、科目修了試験において評価する 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅴ（分子細胞病理学） 大野 英治 ４ Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

癌、特に癌幹細胞に関する外国文献を検索し癌幹細胞研究に対する研究課題を検討する。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

癌幹細胞研究に対する理解を深める。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 

第２回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 

第３回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 
 

テキスト

原則的にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて参考文献を指示します。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅴ（細胞生理学） 大野 節代 ４ Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

ES,iPS細胞に関する英論文を検索し理解を深める。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

ES,iPS細胞の移植医療への現状と将来について理解する。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 

第２回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 

第３回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 
 

テキスト

原則的にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて参考文献を指示します。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健医療技術学演習Ⅴ（細胞生理学） 大野 節代 ４ Ｔ 選択 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

ES,iPS細胞に関する英論文を検索し理解を深める。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

ES,iPS細胞の移植医療への現状と将来について理解する。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（レポートの課題）

第１回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 

第２回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 

第３回レポート課題

指定英語論文を全訳しその内容をまとめる。 
 
 
 
 

テキスト

原則的にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて参考文献を指示します。 
 
 
 

学生に対する評価

レポートと科目修了試験で判定する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 池脇 信直 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

ヒト白血球の血液型である （ ）は、第 染色体の短腕に位置する 遺伝子産物

で、ヒトの免疫応答や制御に深く関わっている。また、臓器移植を成功させるためには を一致させる必要があ

る。本研究では、 の特徴、 と病気との関係、保健科学および生命科学における の応用と将来を学習す

る。さらに、 研究と水素医療についても考察する。

 
到達目標（ ）

の特徴を理解できる。

の最新臨床検査法を理解できる。

と病気との関係を理解できる。

を保健科学・生命科学領域で応用できる。

の研究と水素医療を考察できる。

の将来と課題を考察できる。

 
授業計画（論文作成の計画）

１年次

保健科学研究、特に 研究の目的と意義、歴史的な発展について理解できるようにする。

研究に関連する文献検索の方法を知り、実際にその情報を利用できるようにする。

研究をデザインし、自ら研究を進める際の基盤ができるようにする。

研究における研究計画書の作成とそのプロセスを理解できるようにする。

２年次

研究の論文をクリティークする能力を養うことができるようにする。

研究の量的・質的な研究に対して基礎的な水準をクリティークできるようにする。

研究を発表、論文化するための方法を理解できるようにする。

研究を通して保健科学特別研究の水準で必要とされる知識・技能を高めることができるようにする。

 
テキスト

テキストは原則的にありませんので下記の参考書を利用して下さい。 
 

参考書・参考資料等

標準臨床検査医学 医学書院

遺伝子診断入門 羊土社

人間の遺伝子－ ヒトゲノム計画のめざすもの 岩波科学ライブラリー

免疫学イラストレイテッド 南江堂

領域のゲノムシークエンスと疾患感受性候補遺伝子の探索 現代医療

ゲノム多型性と機能解析－ 多型と疾患感受性

水素吸入健康法 幻冬舎

 
学生に対する評価

スクーリングの参加および提出物を考慮し評価します。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 大野 英治 ６ ＴＳ 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

癌幹細胞に関する課題から自身の研究テーマを決定する。 
 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

研究テーマに関する文献の収集と研究計画の作成および実験結果の解析と論文の作成 
 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

研究テーマの設定、研究計画の作成、実験の開始 
 
 
 
 
 

２年次

実験結果の解析、論文の作成 
 
 
 
 
 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて配布します。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び修士論文にて評価する。 
 



- 60 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 大野 英治 ６ ＴＳ 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

癌幹細胞に関する課題から自身の研究テーマを決定する。 
 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

研究テーマに関する文献の収集と研究計画の作成および実験結果の解析と論文の作成 
 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

研究テーマの設定、研究計画の作成、実験の開始 
 
 
 
 
 

２年次

実験結果の解析、論文の作成 
 
 
 
 
 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて配布します。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び修士論文にて評価する。 
 

- 61 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 大野 節代 ６ ＴＳ 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

iPSに関する課題から自身の研究テーマを決定する。 
 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

研究テーマに関する文献の収集と研究計画の作成および実験結果の解析と論文の作成 
 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

研究テーマの設定、研究計画の作成、実験の開始 
 
 
 
 
 

２年次

実験結果の解析、論文の作成 
 
 
 
 
 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

必要に応じて配布します。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び修士論文にて評価する。 
 



- 62 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 鬼塚 信 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

この科目は修士論文作成に必要なすべての過程を含むものであり、研究テーマおよび研究方法の具体化とその実

践を通して、研究者としての基本的態度を形成するため研究過程全般に関する基礎的知識と方法を修得する。 
１年目は、研究テーマと仮説の設定、研究計画の作成、予備研究の実施、 
２年次には、本研究の実施、データ分析、論文の執筆、プレゼンテーションの準備を行う。 
修士論文の作成の過程で得られたデータに関し、学会発表および学術誌の投稿にも挑戦する。 

 
 
 

到達目標（ ）

1) 先行研究を踏まえ、仮説を立てることができる。 
2) 研究計画を作成することができる。 
3) 予備研究、本研究を実施することができる。 
4) データを分析し、結果を整理し、考察することができる。 
5) 論文を形式に則り、執筆することができる。 
6) プレゼンテーションすることができる。 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１.学生自らの社会または臨床的問題意識の明確化と、キーワードの選出 
２.先行研究のレビューと研究的課題の具体化 
３.テーマ、目的、方法の決定 
４.研究スケジュールの決定 
５.予備研究と、方法の修正、分析の視点の明確化 
 

２年次

６.データ収集と解析 
７.メインデータの作成と考察の観点の決定 
８.執筆スケジュールの詳細の決定 
９.論文掲載の図表と文章の作成(方法→結果→考察→序論→今後の課題) 
10.論文の校正 
11.プレゼンテーション資料作成 
 

テキスト

特に指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

特に指定しない。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加状況および提出物を考慮して評価する。 
 



- 62 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 鬼塚 信 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

この科目は修士論文作成に必要なすべての過程を含むものであり、研究テーマおよび研究方法の具体化とその実

践を通して、研究者としての基本的態度を形成するため研究過程全般に関する基礎的知識と方法を修得する。 
１年目は、研究テーマと仮説の設定、研究計画の作成、予備研究の実施、 
２年次には、本研究の実施、データ分析、論文の執筆、プレゼンテーションの準備を行う。 
修士論文の作成の過程で得られたデータに関し、学会発表および学術誌の投稿にも挑戦する。 

 
 
 

到達目標（ ）

1) 先行研究を踏まえ、仮説を立てることができる。 
2) 研究計画を作成することができる。 
3) 予備研究、本研究を実施することができる。 
4) データを分析し、結果を整理し、考察することができる。 
5) 論文を形式に則り、執筆することができる。 
6) プレゼンテーションすることができる。 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１.学生自らの社会または臨床的問題意識の明確化と、キーワードの選出 
２.先行研究のレビューと研究的課題の具体化 
３.テーマ、目的、方法の決定 
４.研究スケジュールの決定 
５.予備研究と、方法の修正、分析の視点の明確化 
 

２年次

６.データ収集と解析 
７.メインデータの作成と考察の観点の決定 
８.執筆スケジュールの詳細の決定 
９.論文掲載の図表と文章の作成(方法→結果→考察→序論→今後の課題) 
10.論文の校正 
11.プレゼンテーション資料作成 
 

テキスト

特に指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

特に指定しない。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加状況および提出物を考慮して評価する。 
 

- 63 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 川野 純一 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

本科目では、学生が研究の立案、データの収集と処理、論文作成の一連の過程を実際に行うことにより、科

学的な姿勢を培うことを目的とする。研究課題は、学生自身の職場等における課題の中から選び、そこで得ら

れるデータをもとに、科学的に意味のある結論を導き出す方法を学ぶ。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

研究課題を自分自身で見つけ出すことができ、その研究で得られたデータから科学的に意味のある結論を導きだす

ことができる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１．関連文献の収集とレビュー

２．研究課題の絞り込み、仮説の設定

３．研究プロトコルの作成

４．データ収集開始

５．収集データの処理と、研究プロトコルや研究仮説の見直し

２年次

１．本格的なデータの収集と処理

２．研究中間発表

３．論文作成

 
 
 
 

テキスト

指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

指定しない。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び各提出物を考慮し評価する。 
 



- 64 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 倉内 紀子 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児および成人・高齢期の聴覚障害に関連した研究について、修士論文作成の指導を行う。仮説・検証のプロセ

スに基づく科学的臨床および臨床研究の視点と方法論を養うことをねらいとする。 
原則として、１年次には、研究テーマの設定、研究計画の作成、予備研究の実施、研究計画の修正、２年次には、

本研究の実施、データの分析、論文の執筆、プレゼンテーションの準備の手順で指導をすすめる。 
修士論文の内容に関する、関連学会への発表および学術誌への投稿についても、指導・支援を行う。 

 
 
 

到達目標（ ）

1) 先行研究のレヴューにより、問題の背景を明らかにすることができる。 
2) 研究計画を作成し、予備研究を実施することができる。 
3) 研究計画を修正した上で、本研究を実施することができる。 
4) データを分析し、結果を整理することができる。 
5) 結果に考察を加え、論文を執筆することができる。 
6) プレゼンテーションの資料を作成し、発表することができる。 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

概ね以下の流れで課題提出を求めるが、研究テーマや進捗状況によって個別に対応する。

先行研究のレヴューと研究計画の作成

予備研究の実施と結果の報告

研究計画の修正

 
 

２年次

本研究の実施と結果の報告

初稿論文の提出

第２稿論文の提出

最終論文の提出

プレゼンテーション資料の提出 
 
 

テキスト

指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

他：医学的研究のデザイン第４版．メディカルサイエンス・インターナショナル，

年 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加状況および提出物を考慮して評価する。 
 



- 64 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 倉内 紀子 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児および成人・高齢期の聴覚障害に関連した研究について、修士論文作成の指導を行う。仮説・検証のプロセ

スに基づく科学的臨床および臨床研究の視点と方法論を養うことをねらいとする。 
原則として、１年次には、研究テーマの設定、研究計画の作成、予備研究の実施、研究計画の修正、２年次には、

本研究の実施、データの分析、論文の執筆、プレゼンテーションの準備の手順で指導をすすめる。 
修士論文の内容に関する、関連学会への発表および学術誌への投稿についても、指導・支援を行う。 

 
 
 

到達目標（ ）

1) 先行研究のレヴューにより、問題の背景を明らかにすることができる。 
2) 研究計画を作成し、予備研究を実施することができる。 
3) 研究計画を修正した上で、本研究を実施することができる。 
4) データを分析し、結果を整理することができる。 
5) 結果に考察を加え、論文を執筆することができる。 
6) プレゼンテーションの資料を作成し、発表することができる。 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

概ね以下の流れで課題提出を求めるが、研究テーマや進捗状況によって個別に対応する。

先行研究のレヴューと研究計画の作成

予備研究の実施と結果の報告

研究計画の修正

 
 

２年次

本研究の実施と結果の報告

初稿論文の提出

第２稿論文の提出

最終論文の提出

プレゼンテーション資料の提出 
 
 

テキスト

指定しない。 
 
 

参考書・参考資料等

他：医学的研究のデザイン第４版．メディカルサイエンス・インターナショナル，

年 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加状況および提出物を考慮して評価する。 
 

- 65 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 近藤 照義 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

ラットやマウスなどの実験動物を用いて腎臓の疾患モデルを作製し、疾患の原因究明や治療法の開発などの基礎医

学的研究を行う。動物実験は、原則として本学の春季・夏季休業の期間に本学において集中的に行う。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1) 実験計画の立て方を修得する。 
2) 実験動物を用いた各種の研究手法を習得する。 
3) 文献収集の仕方を修得する。
4) 論文作成の仕方を修得する。

 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

課題１．和文だけでなく英文の雑誌や単行本などの文献を収集・解読し、

英文和訳の力をつけながら研究テーマを決める。

課題２．データーの収集を開始する。

課題３．データーの中間解析を行い、不足しているデーターはさらに補充する。

 
２年次

課題１．論文作成を開始する。

課題２．論文の校正を行う。

課題３．修士論文発表会用のスライドと原稿を作成する。

 
 

テキスト

特に指定しない。 
 

参考書・参考資料等

急性腎不全・ を理解する 菱田明 東京医学社

のサイエンス―基礎と臨床 ― 眞野博史

AKIのすべて 基礎から臨床までの最新知見 和田隆志、古市健吾 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び各提出物を考慮し評価する。 
 



- 66 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 園田 徹 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児の染色体異常、奇形症候群、精神遅滞の診断、成因、養育、訓練、教育などに関して研究テーマを自由

に設定できる。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

本科目により、研究テーマの設定、テーマに沿った文献の収集と整理、研究計画の作成、データの収集と追加・解

析、論文の作成、口頭発表ができるようになる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

・研究テーマの設定

・研究テーマにそった文献の収集と整理

・研究計画の作成

・研究の開始（データの収集）

・研究計画の修正（データの追加） 
 

２年次

・データの解析

・中間発表会

・論文の作成

・口頭発表会 
 
 
 

テキスト

特にありません。

 
 

参考書・参考資料等

1)発達保健学特論（遺伝学）で示した参考書
中根 晃：発達障害の臨床、金剛出版、

 
学生に対する評価

スクーリングへの参加、最終論文とそのプレゼンテーションで評価します。 
 



- 66 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 園田 徹 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児の染色体異常、奇形症候群、精神遅滞の診断、成因、養育、訓練、教育などに関して研究テーマを自由

に設定できる。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

本科目により、研究テーマの設定、テーマに沿った文献の収集と整理、研究計画の作成、データの収集と追加・解

析、論文の作成、口頭発表ができるようになる。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

・研究テーマの設定

・研究テーマにそった文献の収集と整理

・研究計画の作成

・研究の開始（データの収集）

・研究計画の修正（データの追加） 
 

２年次

・データの解析

・中間発表会

・論文の作成

・口頭発表会 
 
 
 

テキスト

特にありません。

 
 

参考書・参考資料等

1)発達保健学特論（遺伝学）で示した参考書
中根 晃：発達障害の臨床、金剛出版、

 
学生に対する評価

スクーリングへの参加、最終論文とそのプレゼンテーションで評価します。 
 

- 67 - 

科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 竹澤 真吾 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

血液浄化に関する研究を行い、修士論文として完成させることを目的とする。研究テーマは各自の環境を考慮し

て決定する。 
 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

１年次：文献調査を中心とし、研究のバックグラウンド、位置付けを明確にする。 
後半はデータ採取等についても着手する。 

２年次：実験等によるデータ採取を行って論文を作成、学会誌への投稿、学会での発表を目標とする。 
 

本研究では血液浄化領域における基本的な研究方法を身につけ、修士取得後は本領域での学術研究が独自に行え

るよう指導する。学術評価の高い論文は国際学会での発表、論文投稿も行う。 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１年次

第１回修士論文計画レポート：論文概要の提出、問題点の抽出、基本方針決定を行う。

第２回修士論文計画レポート：国内における既往研究の文献調査を行う。

第３回修士論文計画レポート：海外での既往研究の文献調査を行う。

第４回修士論文計画レポート：論文の骨子作成、研究方針の決定を行う。

第５回修士論文計画レポート：実験系等に関する検討を行う。 
２年次

２年次

第６回修士論文計画レポート：実験等によるデータ採取を行い、内容を検討する。

第７回修士論文計画レポート：第 回の結果をもとに方法等の検討を行い、データを採取する。

第８回修士論文計画レポート：得られた結果をもとに投稿論文あるいは学会発表を検討する。

第９回修士論文計画レポート：修士論文のドラフトを完成させる。

第 回修士論文計画レポート：修士論文最終調整を行い、論文を完成させる。 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加および各提出物を考慮し評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 立石 修康 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

※概要

筋骨格系の運動および動作・行為分析に関する研究の実践を通して，研究手法を体系的に修得すること

を目的とする． 
 
※GIO 

学習者は，研究テーマの設定から，研究デザインの立案，デ−タ収集，データの整理と分析，論文執筆と

プレゼンテーションを実践し，研究活動の枠組みが形成できる．

 
 

到達目標（ ）

）研究テーマの設定と文献レビューができる

）研究プロトコルと倫理規定に則った実験趣意書および同意書等が作成できる

）パイロットスタディーの実施とプロトコルの修正ができる

）データ収集ができる

）データの整理と解釈ができる

）論文執筆とプレゼンテーション作成ができる 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

．研究テーマの設定と文献レビュー

．実験デザインの立案

．研究プロトコルと，倫理規定に則った実験趣意書および同意書等の作成

．パイロットスタディーの実施とプロトコルの修正

 
２年次

．データ収集

．データの整理と解釈

．論文執筆とプレゼンテーション作成 
 
 
 

テキスト

特に指定しない． 
 
 

参考書・参考資料等

特に指定しない． 
 
 

学生に対する評価

論文とレポートおよびスクーリングの参加を考慮して総合的に評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 立石 修康 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

※概要

筋骨格系の運動および動作・行為分析に関する研究の実践を通して，研究手法を体系的に修得すること

を目的とする． 
 
※GIO 

学習者は，研究テーマの設定から，研究デザインの立案，デ−タ収集，データの整理と分析，論文執筆と

プレゼンテーションを実践し，研究活動の枠組みが形成できる．

 
 

到達目標（ ）

）研究テーマの設定と文献レビューができる

）研究プロトコルと倫理規定に則った実験趣意書および同意書等が作成できる

）パイロットスタディーの実施とプロトコルの修正ができる

）データ収集ができる

）データの整理と解釈ができる

）論文執筆とプレゼンテーション作成ができる 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

．研究テーマの設定と文献レビュー

．実験デザインの立案

．研究プロトコルと，倫理規定に則った実験趣意書および同意書等の作成

．パイロットスタディーの実施とプロトコルの修正

 
２年次

．データ収集

．データの整理と解釈

．論文執筆とプレゼンテーション作成 
 
 
 

テキスト

特に指定しない． 
 
 

参考書・参考資料等

特に指定しない． 
 
 

学生に対する評価

論文とレポートおよびスクーリングの参加を考慮して総合的に評価する． 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 戸畑 裕志 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

医療において診断監視装置、治療機器などの医療機器の進歩はめざましいものがあり治療効果をあげているこ

とは論を待たない。しかし、これらの機器を安全運用するため管理方法については本邦において進んでいるとは

言い難い。医療における安全対策の一環として医療機器の安全運用は重要であり以下のことを総合的におこなう

必要がある。①使用目的に適合した安全な機器の選択、②使用環境（電気設備、医療ガス設備）の整備、③適切

な使用方法の啓発活動、④機器の保守管理体制の確立、⑤医療機器（特にトラブル事例）に関する情報管理など

である。本研究では医療機器の種類を問わず上記項目に関する安全対策についての研究を行うことができ、その

結果として論文の形で報告書を作成する能力を習得する。 
 

到達目標（ ）

1) 研究テーマの設定方法が説明できる。 
2) 研究の進め方を習得する。 
3) 研究結果について客観的な評価を習得する。 
4) 各自が所属する学会での発表ができる。 
5) 研究報告書としての論文を作成できる。 
6) 各自の所属学会へ原著論文として投稿できる。 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

・ 各自の研究テーマの設定

・ 予備研究の開始

・ 研究テーマに関連する文献の収集（検索）

・ 予備実験開始

・ 予備実験の結果をふまえ研究テーマの修正

・ 研究開始（実験開始）

・ 研究中間報告 
２年次

・ 研究結果の報告

・ 関連学会への発表（１回以上）

・ 追加実験の検討

・ 論文の作成

・ 論文の校正

・ 論文提出

＊研究内容は履修生が各自所属する学術団体へ原著として投稿する。 
 

テキスト

なし 
 

参考書・参考資料等

各自（履修生）の研究に関連する学術団体の学会誌 
 
 

学生に対する評価

研究の取り組み方および結果（論文）により評価をおこなう。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 長嶋 比奈美 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児の言語聴覚障害に関連した研究について、仮説・検証のプロセスに基づく科学的視点、臨床的な研

究の方法論を養うことを目的とする。

修士論文の内容に関する関連学会への発表ならびに学術誌への投稿についても、指導･支援する。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

１）先行研究を踏まえて、仮説を立てることができる。

２）研究計画を作成し、予備研究を実施することができる。

３）研究計画を修正した上で、本研究を実施することができる。

４）データを分析し、結果を整理することができる。

５）考察を加え、論文を執筆することができる。

６）プレゼンテーションの資料を作成し、発表することができる。

 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１．研究テーマの設定

２．研究プロトコールの作成

３．予備実験・調査の実施

４．研究プロトコールの修正

 
 

２年次

１．本研究の実施

２．データの解析

３．論文の執筆

４．プレゼンテーション資料の作成 
 
 
 

テキスト

・特に指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

・必要に応じて随時紹介する。 
 
 

学生に対する評価

・スクーリングの参加及び提出物を考慮して評価する。
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 長嶋 比奈美 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

小児の言語聴覚障害に関連した研究について、仮説・検証のプロセスに基づく科学的視点、臨床的な研

究の方法論を養うことを目的とする。

修士論文の内容に関する関連学会への発表ならびに学術誌への投稿についても、指導･支援する。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

１）先行研究を踏まえて、仮説を立てることができる。

２）研究計画を作成し、予備研究を実施することができる。

３）研究計画を修正した上で、本研究を実施することができる。

４）データを分析し、結果を整理することができる。

５）考察を加え、論文を執筆することができる。

６）プレゼンテーションの資料を作成し、発表することができる。

 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１．研究テーマの設定

２．研究プロトコールの作成

３．予備実験・調査の実施

４．研究プロトコールの修正

 
 

２年次

１．本研究の実施

２．データの解析

３．論文の執筆

４．プレゼンテーション資料の作成 
 
 
 

テキスト

・特に指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

・必要に応じて随時紹介する。 
 
 

学生に対する評価

・スクーリングの参加及び提出物を考慮して評価する。
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 中村 真理子 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

構音障害，ならびに嚥下障害と口腔機能との関係に関する研究について修士論文作成の指導を行う。本科目は研究

テーマの設定，計画の立案，結果分析，論文作成，口頭発表を通じて研究手法，論文作成技術を習得することを目

的とする。 
 
 
 
 
 

到達目標（ ）

研究テーマの設定，計画の立案，結果分析，論文作成，口頭発表ができるようになること。 
 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１．学生自らテーマを明確にするとともに，キーワードを見出す。 
２．先行研究の文献検索 
３．テーマ，目的，方法，スケジュールの決定 
４．データ取集 
５．データ分析 
 

２年次

１．論文作成 
２．プレゼンテーション用試料作成 
 
 
 
 
 

テキスト

特に指定しない。 
 

参考書・参考資料等

浅井隆著「いまさら誰にも聞けない医学統計の基礎のキソ１～３」アトムス 
佐藤雅昭著「なぜあなたは論文が書けないのか」メディカルレビュー社 
佐藤雅昭著「なぜあなたの研究は進まないのか？」メディカルレビュー社 
 

学生に対する評価

発表論文とプレゼンテーションの内容で評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 沼田 公子 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

自身の業務に関連する興味のあるテーマを特別研究の課題とする。

研究を通じて研究手法・分析方法などの論文作成技術を習得することを目的とする。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1）研究テーマに関連する文献を通じて研究テーマに関連する知識を深めることができる。 
2）自己の研究について、研究を進めた場合の仮説を立てることができる。 
3）科学的思考に基づく研究の計画を立てることができる。 
4）予備実験の結果から本実験に必要な条件を整えることができる。 
5）研究データの解析をすることができる。 
6）論理的思考に基づいた論文を作成することができる。 
7）プレゼンテーション用のスライドを作成することができる。 
8）プレゼンテーションを通じて自己の研究をその分野の専門外の人にも理解させることができる。 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

・先行研究、関連文献の収集

・研究テーマの明確化

・研究計画書の立案

・予備実験・研究計画の再検討

・本実験データ収集

 
２年次

・データ解析

・中間発表、初稿作成

・論文作成、発表および投稿先の検討 
 
 
 
 

テキスト

なるほど統計学とおどろき 統計処理（医学図書出版） ：  

 
 

参考書・参考資料等

指定しない 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加および各提出物を考慮して評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 沼田 公子 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

自身の業務に関連する興味のあるテーマを特別研究の課題とする。

研究を通じて研究手法・分析方法などの論文作成技術を習得することを目的とする。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1）研究テーマに関連する文献を通じて研究テーマに関連する知識を深めることができる。 
2）自己の研究について、研究を進めた場合の仮説を立てることができる。 
3）科学的思考に基づく研究の計画を立てることができる。 
4）予備実験の結果から本実験に必要な条件を整えることができる。 
5）研究データの解析をすることができる。 
6）論理的思考に基づいた論文を作成することができる。 
7）プレゼンテーション用のスライドを作成することができる。 
8）プレゼンテーションを通じて自己の研究をその分野の専門外の人にも理解させることができる。 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

・先行研究、関連文献の収集

・研究テーマの明確化

・研究計画書の立案

・予備実験・研究計画の再検討

・本実験データ収集

 
２年次

・データ解析

・中間発表、初稿作成

・論文作成、発表および投稿先の検討 
 
 
 
 

テキスト

なるほど統計学とおどろき 統計処理（医学図書出版） ：  

 
 

参考書・参考資料等

指定しない 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加および各提出物を考慮して評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 原 修一 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

研究の過程を通じて、科学的な視点を持ち、医療・保健・福祉の各領域の最先端にて活躍するためのスキルを習得

できるようにする。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

1．研究に関連する先行文献を読み、そのレビューができる。 
2．仮説を立て、仮説を検証するための研究のデザインが確立できる。 
3．研究計画を基に、研究計画書が作成できる。 
4．予備研究としてデータを収集し、研究計画の修正ができる。 
5．研究における倫理的問題を理解し、配慮できる。 
6．データ収集を行い、その結果を統計学的に分析・解釈できる。 
7．修士論文が完成・提出できる。 
8．修士論文に関するプレゼンテーションを実施できる。 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

1.先行研究に関する文献収集とレビュー 
2.研究対象の絞り込み 
3.仮設の設定、研究デザイン・分析方法の決定 
4.研究計画書の作成 
5.予備研究としてのデータ収集と研究計画の修正 
・上記の各研究課題について、その進捗状況をレポート・E-mail 等にて随時報告すること。 

２年次

1.データ収集 
2.データの統計学的解析と解釈 
3.論文執筆・完成 
4.プレゼンテーション準備・実施 
・論文作成やプレゼンテーションに関する課題内容と締め切りについては、段階的に設定し、別途連絡する。 
 
 

テキスト

福井次矢（編）：臨床研究マスターブック．医学書院． 
 
 

参考書・参考資料等

市原 清志(著)：バイオサイエンスの統計学―正しく活用するための実践理論．南江堂． 
対馬 栄輝（著）：医療系研究論文の読み方・まとめ方. 東京図書． 
その他適宜提示する． 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び、修士論文等の各提出物を考慮し評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 樋口 博之 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

修士課程における研究論文の作成において、まず情報の収集能力が必要である。情報収集能力とは、ど

のような研究が行われ、何が明らかにされているのかを客観的に把握する能力を意味し、日本語論文だけ

でなく英語論文も含まれる。したがって、英語論文の読解力が必要となる。 
次に、研究のデザインを計画し、研究を遂行しなければならない。科学分野の研究については、実験的研究と

フィールド研究に分類することができる。実験的研究では基礎生理学を中心にヒトの生理学応答に関するメカニ

ズムを解明する内容である。フィールド研究は行動医学やライフスタイルに関するものなどをテーマに横断的調

査および縦断的（追跡）調査を主な内容とする。ただし、修士課程 年間で追跡調査できる内容は限られる。 
研究テーマは、呼吸循環器系、エネルギー代謝に関する内容について指導を行う。ただし、応用生理学と

して、身体リハビリテーションの効果や機能回復訓練中の骨格筋の生理学的反応など運動療法に関する内容

についても指導を行うことがある。 
 

到達目標（ ）

・先行研究をまとめ、目的を遂行するための研究計画を立てる 
・研究計画に基づき、データ（情報）を収集・分析して、客観的なプレゼンテーションを行える 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

先行研究の把握

研究計画の作成

研究・調査の実施

研究結果と考察

研究計画の修正（追加実験を含む）

◎スクーリング：研究テーマに関連した英語論文の抄読。研究計画についてのプレゼンテーション。 
２年次

研究のプレゼンテーション（ を使用）

研究論文の作成

◎スクーリング：中間発表、研究発表を中心とした予行演習。修士論文の作成。

 
 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

科学論文がスラスラ書けるパソコンのやさしい使い方

（日本コンピューターサイエンス学会監修、羊土社） 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び各提出物を考慮し評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 樋口 博之 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

修士課程における研究論文の作成において、まず情報の収集能力が必要である。情報収集能力とは、ど

のような研究が行われ、何が明らかにされているのかを客観的に把握する能力を意味し、日本語論文だけ

でなく英語論文も含まれる。したがって、英語論文の読解力が必要となる。 
次に、研究のデザインを計画し、研究を遂行しなければならない。科学分野の研究については、実験的研究と

フィールド研究に分類することができる。実験的研究では基礎生理学を中心にヒトの生理学応答に関するメカニ

ズムを解明する内容である。フィールド研究は行動医学やライフスタイルに関するものなどをテーマに横断的調

査および縦断的（追跡）調査を主な内容とする。ただし、修士課程 年間で追跡調査できる内容は限られる。 
研究テーマは、呼吸循環器系、エネルギー代謝に関する内容について指導を行う。ただし、応用生理学と

して、身体リハビリテーションの効果や機能回復訓練中の骨格筋の生理学的反応など運動療法に関する内容

についても指導を行うことがある。 
 

到達目標（ ）

・先行研究をまとめ、目的を遂行するための研究計画を立てる 
・研究計画に基づき、データ（情報）を収集・分析して、客観的なプレゼンテーションを行える 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

先行研究の把握

研究計画の作成

研究・調査の実施

研究結果と考察

研究計画の修正（追加実験を含む）

◎スクーリング：研究テーマに関連した英語論文の抄読。研究計画についてのプレゼンテーション。 
２年次

研究のプレゼンテーション（ を使用）

研究論文の作成

◎スクーリング：中間発表、研究発表を中心とした予行演習。修士論文の作成。

 
 
 
 

テキスト

 
 
 

参考書・参考資料等

科学論文がスラスラ書けるパソコンのやさしい使い方

（日本コンピューターサイエンス学会監修、羊土社） 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加及び各提出物を考慮し評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 松山 光生 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

障害科学、リハビリテーション連携科学、臨床発達心理学に関して、下記の手順で、論文を纏める。論文を纏める

過程では、研究の社会または臨床的意義を吟味し、データによる実証の方法論を学ぶ。 
   また、この科目では、できるだけ、論文で明らかにする変数を具体化し、絞った上で、データ収集の前に、各
変数の関係に関する仮説を作ることを学習する。 
１年目は、研究テーマと仮説の設定、研究計画の作成、予備研究の実施、２年次には、本研究の実施、データ分

析、論文の執筆、プレゼンテーションの準備を行う。 
修士論文の作成の過程で得られたデータに関し、学会発表および学術誌の投稿にも挑戦する。 

 
到達目標（ ）

1) 先行研究を踏まえ、仮説を立てることができる。 
2) 研究計画を作成することができる。 
3) 予備研究、本研究を実施することができる。 
4) データを分析し、結果を整理し、考察することができる。 
5) 論文を形式に則り、執筆することができる。 
6) プレゼンテーションすることができる。 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

１.学生自らの社会または臨床的問題意識の明確化と、キーワードの選出 
２.先行研究のレビューと研究的課題の具体化 
３.テーマ、目的、方法の決定 
４.研究スケジュールの決定 
５.予備研究と、方法の修正、分析の視点の明確化 

２年次

６.データ収集と解析 
７.メインデータの作成と考察の観点の決定 
８.執筆スケジュールの詳細の決定 
９.論文掲載の図表と文章の作成(方法→結果→考察→序論→今後の課題) 
10.論文の校正 
11.プレゼンテーション資料作成 
 

テキスト

特に指定しない。 
 

参考書・参考資料等

臨床心理・精神医学のための による統計処理 著書 加藤 千恵子・石村 貞夫 東京図書

年

 ユーザーのための教育・心理統計と実験計画法―方法の理解から論文の書き方まで 著書 田中 敏・

山際 勇一郎 教育出版 年   
 

学生に対する評価

スクーリングの参加状況および提出物を考慮して評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 右田 平八 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

臨床工学とは、生命に直接関与する医療機器の安全性や確実性を究極に高める学問であり、全ての治療に欠かせ

ない臨床技術体系でもある。さらに臨床工学は広範な医療分野で必要不可欠となっている。本研究では、人の呼吸、

循環、代謝を代行する装置器具を対象に臨床で生じた疑問や問題点を解決すべく、その具体的方法を策定すること

を目的にする。その目的遂行に必要な研究のデザイン、データ解析、考案、論文作成とプレゼンテーションのスキ

ルを習得する。 
 

 
到達目標（ ）

1) 研究テーマの設定を行うことができる。 
2) 研究テーマに関連する文献を収集し、論文の主旨について理解できる。 
3) 研究のデザインを立案することができる。 
4) 研究方法に基づき、調査や実験を行うことができる。 
5) 得られたデータを適切な手法で解析することができる。 
6) 得られた結果を客観的に評価できる。 
7) 論文作成を行い、そのなかで科学的見地から自らの考えを述べることができる。 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

・ 研究テーマの設定 
・ 関連文献の収集と先行研究の調査 
・ 研究方法の立案と予備実験の実施 
・ 予備実験の結果をもとに研究方法の再考 
・ 本研究の開始 
・ １年次終了前に研究経過の報告 

２年次

・ 研究結果の報告 
・ 関連学会での発表 
・ 追加実験の検討 
・ 論文の作成 
・ 論文の校正 
・ 論文提出  
＊研究内容は履修生が所属する学術団体雑誌へ投稿する。 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

履修生の研究に関連する学術団体雑誌等 
 
 

学生に対する評価

研究に対する取り組み方、指定レポートの内容ならびに作成論文から総合的に評価する。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 右田 平八 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

臨床工学とは、生命に直接関与する医療機器の安全性や確実性を究極に高める学問であり、全ての治療に欠かせ

ない臨床技術体系でもある。さらに臨床工学は広範な医療分野で必要不可欠となっている。本研究では、人の呼吸、

循環、代謝を代行する装置器具を対象に臨床で生じた疑問や問題点を解決すべく、その具体的方法を策定すること

を目的にする。その目的遂行に必要な研究のデザイン、データ解析、考案、論文作成とプレゼンテーションのスキ

ルを習得する。 
 

 
到達目標（ ）

1) 研究テーマの設定を行うことができる。 
2) 研究テーマに関連する文献を収集し、論文の主旨について理解できる。 
3) 研究のデザインを立案することができる。 
4) 研究方法に基づき、調査や実験を行うことができる。 
5) 得られたデータを適切な手法で解析することができる。 
6) 得られた結果を客観的に評価できる。 
7) 論文作成を行い、そのなかで科学的見地から自らの考えを述べることができる。 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

・ 研究テーマの設定 
・ 関連文献の収集と先行研究の調査 
・ 研究方法の立案と予備実験の実施 
・ 予備実験の結果をもとに研究方法の再考 
・ 本研究の開始 
・ １年次終了前に研究経過の報告 

２年次

・ 研究結果の報告 
・ 関連学会での発表 
・ 追加実験の検討 
・ 論文の作成 
・ 論文の校正 
・ 論文提出  
＊研究内容は履修生が所属する学術団体雑誌へ投稿する。 
 

テキスト

指定しない 
 
 

参考書・参考資料等

履修生の研究に関連する学術団体雑誌等 
 
 

学生に対する評価

研究に対する取り組み方、指定レポートの内容ならびに作成論文から総合的に評価する。 
 

第８版
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 吉武 重徳 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

受講生は、医学の一端を担う臨床工学技師として、実践のみでなく、科学的な視点から医療にアプローチしてい

く過程を学ぶ。情報収集には、研究がどのように行われ、何を導き出されているのかを、把握する上で、客観的に、

正当な批判能力を養う。その過程で日本語論文のみでなく、英語論文の読解力を必要とし、これを吟味して、患者

群に適切に当てはまるのかを検討する能力をマスターする。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

特別研究では、大学院生が職場や臨床的環境において、実験的、臨床的研究をとりあげ、臨床工学的にアプロー

チした研究成果が得られるように指導する。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

研究の概要作成

研究計画とデータ収集（関連文献の収集とレビュー）

研究計画の修正（プロトコールや仮説の見直し） 
 
 
 

２年次

中間報告原稿

中間報告の整理・修正

本論文の完成。発表および投稿先を検討する。 
 
 
 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

随時、適切な論文を提示・紹介する。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加および提出物を考慮して評価。 
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科目名 担当教員 単位 授業形態 必修選択

保健科学特別研究 吉武 重徳 6 TS 必修 
 

講義や研究の概要・一般目標（ ）

受講生は、医学の一端を担う臨床工学技師として、実践のみでなく、科学的な視点から医療にアプローチしてい

く過程を学ぶ。情報収集には、研究がどのように行われ、何を導き出されているのかを、把握する上で、客観的に、

正当な批判能力を養う。その過程で日本語論文のみでなく、英語論文の読解力を必要とし、これを吟味して、患者

群に適切に当てはまるのかを検討する能力をマスターする。 
 
 
 
 

到達目標（ ）

特別研究では、大学院生が職場や臨床的環境において、実験的、臨床的研究をとりあげ、臨床工学的にアプロー

チした研究成果が得られるように指導する。 
 
 
 
 
 
 

授業計画（論文作成の計画）

１年次

研究の概要作成

研究計画とデータ収集（関連文献の収集とレビュー）

研究計画の修正（プロトコールや仮説の見直し） 
 
 
 

２年次

中間報告原稿

中間報告の整理・修正

本論文の完成。発表および投稿先を検討する。 
 
 
 
 

テキスト

特にありません。 
 
 

参考書・参考資料等

随時、適切な論文を提示・紹介する。 
 
 

学生に対する評価

スクーリングの参加および提出物を考慮して評価。 
 




